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1　御前崎市公立園・学校の避難施設の状況
(注)・構造　S：鉄骨、RC：鉄筋コンクリ-ト、SRC：鉄骨鉄筋コンクリート、※：未耐震化施設

　　　・学校の建物面積の上段は体育館で外書である。

	分類
	広域避難所
	名称
	所在地
	原発距離
(m)
	収容可能人員
(人)
	建物面積
(㎡)
	構造
	電話番号

	小学校
	○
	御前崎小学校
	御前崎3556
	7,030
	2,708
	1,136
4,281
	体育館-RC
教室-RC
	<0548>
63-2007

	
	○
	白羽小学校
	白羽3521-3
	4,630
	2,806
	1,223
4,389
	体育館-RC
教室-RC
	<0548>
63-2177

	
	○
	第一小学校
	池新田1520
	3,800
	4,595
	1,052
8,139
	体育館-S
教室-RC
	<0537>
86-2052

	
	○
	浜岡東小学校
	佐倉1403-1
	2,050
	2,664
	5,328
	RC
	<0537>
86-3462

	
	○
	浜岡北小学校
	下朝比奈753
	5,270
	2,081
	4,163
	RC
	<0537>
86-3364

	中学校
	○
	御前崎中学校
	牧之原市新庄800-1
	4,500
	3,958
	1,675
6,241
	体育館-S
教室-RC
	<0548>
58-0223

	
	○
	浜岡中学校
	池新田3923-1
	2,600
	5,812
	3,509
8,116
	体育館-RC
教室-RC
	<0537>
86-3355

	幼稚園
	○
	白羽幼稚園
	白羽3520-46
	4,500
	678
	1,357
	RC
	<0548>
63-3246

	
	○
	池新田幼稚園
	池新田5814
	2,050
	944
	1,888
	S
	<0537>
86-2049

	
	○
	高松幼稚園
	門屋2070-103
	4,900
	537
	1,075
	Ｓ※
	<0537>
86-3427

	こども園
	○
	御前崎こども園 幼児棟
	御前崎78-27
	7,000
	530
	1,061
	RC
	<0548>
63-2342

	
	○
	さくらこども園
	佐倉888-1
	1,750
	1,656
	3,313
	S
	<0537>
86-4943

	
	○
	北こども園
	上朝比奈2692-12
	5,080
	529
	1,059
	S
	<0537>
86-3234


[image: image1.emf]旧:旧基準の

　　建築物

新:新基準の

　　建築物

1 校舎（管理教室棟） RC 3 2,372 Ⅰｂ S33 旧

2 校舎（教室棟） RC 3 2,028 Ⅱ S33 旧

3 体育館（講堂） RC 2 814 Ⅱ S37 旧

4 校舎（技術棟） RC 2 790 Ⅰｂ S57 新

5 校舎（部室棟） RC 1 336 Ⅰｂ S57 新

6 校舎（特別教室） RC 2 2,052 Ⅰａ S58 新

7 体育館 RC 2 2,366 Ⅰｂ S59 新

8 コンピュータ教室 S 1 400 Ⅰａ H9 新

9 体育器具庫付更衣室 S 2 259 Ⅰａ H11 新

10 校舎（南棟） RC 3 3,080 Ⅰｂ S54 旧

11 体育館 RC 1 1,052 Ⅰｂ S53 旧

12 校舎・（北棟） RC 4 4,624 Ⅰｂ H1 新

13 郷土資料室 S 1 118 Ⅰｂ H11 新

14 校舎（北棟） RC 3 2,244 Ⅱ S50 旧

15 校舎（南棟） RC 2 990 Ⅰｂ S50 旧

16 体育館 RC 1 857 Ⅰｂ S52 旧

17 校舎（北棟） RC 3 1,041 Ⅰｂ S59 新

18 校舎（多目的） RC 3 404 Ⅰａ H2 新

19 校舎（南棟） RC 2 546 Ⅰａ H2 新

20 校舎（南棟） RC 2 1,166 Ⅰｂ S53 旧

21 校舎（北棟） RC 3 2,302 Ⅰｂ S54 旧

22 体育館 RC 1 879 Ⅰｂ S54 旧

23 校舎（多目的） RC 3 533 Ⅰｂ H3 新

24 校舎（教室棟） RC 3 2,590 Ⅰａ H17 新

25 校舎（管理教室棟） RC 3 1,602 Ⅰａ S56 旧

26 体育館 RC 2 1,136 Ⅰａ H11 新

27 管理教室棟 RC 3 2,397 Ⅰａ S55 旧

28 南教室棟 RC 2 1,685 Ⅰｂ H15 新

29 体育館 RC 2 1,223 Ⅰａ H13 新

30 管理教室棟 RC 3 3,144 Ⅱ S47 旧

31 教室棟 RC 3 2,454 Ⅱ S47 旧

32 技術棟 RC 2 438 Ⅰｂ H2 新

33 体育館 Ｓ 2 1,855 Ⅰａ H19 新

34 体育館（格技場） RC 1 635 Ⅰｂ S59 新

35 御前崎学校給食センター S 1 892 Ⅰｂ S58 新

36 浜岡学校給食センター S 2 1,233 Ⅰｂ S59 新

37 遊戯室 S 1 288 Ⅰａ H21 新

38 園舎 S 1 1,875 Ⅰａ H10 新

39 高松幼稚園 園舎 S 1 1,075 Ⅰａ H20 新

40 園舎 S 1 3,284 Ⅰａ H16 新

41 支援センター S 1 180 Ⅰａ H16 新

42 北こども園 園舎 S 1 1,074 Ⅰａ H20 新

43 御前崎こども園(幼児棟） RC 1 1,062 Ⅰａ H17 新

44 白羽幼稚園 RC 1 1,347 Ⅰａ H17 新

45 保育所 S 1 989 Ⅰａ S61 新

46 保育室 W 1 75 Ⅰａ S61 新

47 御前崎こども園(乳児棟） W 1 725 Ⅰａ H2 新

48 白羽保育園 W 1 748 Ⅰａ H3 新

建設年 ランク 面積 階数 構造 施　　設　　名 棟　　名 NO 担当課

佐倉幼保園

池新田幼稚園

御前崎小学校

浜岡中学校

浜岡北小学校

浜岡保育園

御前崎市が公表する公共建築物の耐震性能リスト

教育総務課

御前崎中学校



第一小学校

白羽小学校

浜岡東小学校


	１章
	計画と体制について


	１　学校防災マニュアルについて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	POINT


	１　学校の状況を踏まえたマニュアルであること。

２　児童の実態を踏まえたマニュアルであること。


（１） 学校の状況として把握すべき事項

	学校所在地の特性
	□ 海抜(各園・学校の海抜を記入)  36  m
□ 海岸からの距離 　1.1　km
□ 山がけや河川　　 なし
□ 原子力発電所からの距離ＰＡＺ圏内　4.63km
□ その他地質や地理的条件

	学校所在地の被害想定
	□ 南海トラフ巨大地震等の被害想定

　○ レベル２(南海トラフ巨大地震)マグニチュード９　震度６強
○ 津波浸水（高さ、浸水深、到達時間）津波浸水等の被害なし
○ 液状化の有無　　無
□ 土砂災害危険箇所・土砂災害警戒区域　無
□ その他予想される被害（延焼火災・地盤沈下・洪水・雪害 等）　無


（２）学校保健安全法第29条（危険等発生時対処要領の作成等）

	　学校においては、児童生徒等の安全の確保を図るため、当該学校の実情に応じて、危険等発

生時において当該学校の職員がとるべき措置の具体的内容及び手順を定めた対処要領（次項に

おいて「危険等発生時対処要領」という。）を作成するものとする。

２　校長は、危険等発生時対処要領の職員に対する周知、訓練の実施その他の危険等発生時に

おいて職員が適切に対処するために必要な措置を講ずるものとする。

３　学校においては、事故等により児童生徒等の危害が生じた場合において、当該児童生徒等

及び当該事故等により心理的外傷その他の心身の健康に対する影響を受けた児童生徒等その他の関係者の心身の健康を回復させるため、これらの者に対して必要な支援を行うものとする。この場合においては、第10条の規定を準用する。

	


２　校内組織の整備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（１）災害対策本部の機能と役割
	
	業務内容
	担当者
	準備物

	
	
	発災直後
	安否確認後
	

	災害対策本部
	□ 校内放送等による指示や連絡

□ 応急（緊急）対応の決定

□ 各班との連絡調整

□ 教育委員会・市災害対策本部・ＰＴＡ等との連絡調整・報告

□ 報道機関との連絡対応

□ 情報収集（気象・災害・交通情報等）

≪住民対応≫

□ 避難者受入場所の確保

□ 避難者の誘導

□ 非開放区域の設定　別紙資料添付
□ 市町・自主防災組織と連携した避難地避難所の運営支援
	校長

教頭

教務主任
養護教諭
事務職員

	校長

教頭

教務主任
養護教諭
事務職員

級外職員

	□ 拡声器・メガホン
□ ホイッスル

□ ラジオ

□ 懐中電灯

□ 乾電池

□ 点呼表

□ 生徒名簿

□ 児童生徒出欠一覧表
□ トランシーバー
□ バリケード

□ ロープ

□ テープ

□ 校内配置図

	児童・保護者対応班
	□ 負傷者等の把握と本部への報告

□ 安全な避難経路を確認しての誘導

□ 安否不明児童の把握と本部への報告

□ 児童及び教職員の救出・救命

≪保護者対応≫

□ 引渡し場所の指定

□ 身元確認

□ 保護者への引渡し

□ 引渡し後の状況把握

□ 児童安否情報の提供

□ 児童の家族の安否確認
	授業者

授業者以外
	学級担任

学年主任
	□ クラス出席簿

□ 引渡しカード

□ クラス配置図

□ トランシーバー


	
	業務内容
	担当者
	準備物

	
	
	発災直後
	安否確認後
	

	施設管理班
	搬入・搬出
	□ 非常持出品の搬出

□ 重要書類の搬出

□ 鍵の搬出
□ 応急復旧に必要な機材調達


	県費職員

教頭
級外
男性職員


	県費職員

教頭
級外
男性職員


	□ 消火器
□ ヘルメット
□ ラジオ
□ 手袋

□ 被害調査票

□ ロープ

□ 標識

□ バリケード

□ 校内配置図

□ トランシーバー

□ カメラ

	
	安全点検・消火
	□ 初期消火

□ 被害の状況確認

□ 近隣の危険箇所の巡視

□ 二次被害の防止
□ 救助活動の支援

□ 校内施設設備の安全点検


	
	
	

	
	応急復旧
	□ 危険箇所の立入り禁止措置

□ 危険箇所の表示

□ 転倒備品の復旧

□ プール水の利用

□ ゴミの処理
□ 危険箇所の処理

□ 非開放区域の設定

□ ライフラインの確認

□ 避難場所の安全確認

□ トイレの汚物処理と清掃


	
	
	

	救護班
	□ 負傷者や危険箇所等の確認及び通報

□ 応急手当備品の確認

□ 負傷者の保護・応急手当・搬送

□ 関係医療機関との連携


	養護教諭

市職員

	養護教諭

市職員
養護教諭

ＳＣ
	□ 医薬品

□ 担架

□ 簡易テント

□ 毛布

□ トランシーバー
□ 健康チェックリスト

	心の

ケア班
	□ 強いストレス反応が出ている児童への対応
	
	
	


（２）緊急連絡先として把握すべき関係機関等
	□ 管理職等　　赤堀校長　
　　　　　 　　　　　　　
　　　　　　　 内堀教頭　
□ 教育委員会　0537-29-8734
□ 市災害対策本部　直接連絡はしない
□ 菊署0537-36-0110　消防　0537-85-2119　
御前崎交番　63-2064
□ 警備会社　セコム榛原営業所　22-4962　
	□ 医療機関　座光寺医院　　　63-3206
　　　　　　 しろわｸﾘﾆｯｸ 　　23-3211
　　　　　　 榛原総合病院　　22-1131
　　　　　 　御前崎総合病院　0537-86-8511

□ ライフライン関係（電気・水道・ガス等）
　　榛原電業（電気）　63-2465　
　　髙塚設備（水道）　63-2736
　　フルカワ（ｶﾞｽ）　63-2263


３　教職員の動員基準　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（1） 勤務時間外の動員基準

	状　況
	応急対策要員
（市内在住職員）
	その他の職員

	地震
	南海トラフ地震臨時情報が発表されたとき

	情報収集を開始

（状況に応じて所属校に参集する場合もある）
	校長等の指示による


	
	学校が所在する地域で震度５弱の地震が発生したとき
	所属校に参集
	

	
	学校が所在する地域で震度５強の地震が発生したとき
	
	所属校等に参集

	
	学校が所在する地域で震度６弱以上の地震が発生したとき
	
	

	津波
	大津波警報及び津波警報が県下に発表されたとき
	校長は参集
	校長の指示による

	風水害
	大雨・暴風警報が発表された場合
	自宅待機
	自宅待機

	原子力
	原子力災害が起こった場合
	自宅待機
	自宅待機


４　教育活動の実施基準　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（1） 災害発生時の教育活動の実施基準
	状　況
	基　準

	地震
	南海トラフ地震臨時情報が発表されたとき
	原則として平常の活動を継続
（状況に応じて教育活動を中止する場合もある。）

	
	学校が所在する地域で震度５強以上の地震が発生したとき
	直ちに教育活動を停止し、学校防災計画にしたがって、児童を避難場所に迅速かつ安全に避難させる。

	津波
	津波(大津波)警報が発せられたとき
	直ちに教育活動を停止し、学校防災計画にしたがって、児童を北校舎に迅速かつ安全に避難させる。

	風水害
	登校後に特別警報や大雨・暴風警報の両方が発令された場合
	平常どおり授業を行うことを原則とし、気象情報に注意する。


（2） 停電発生時における教育活動の実施基準
　　自然災害等に起因して発生する事象（停電等）が学校運営に与える影響と、その対策を予め検討する。

	状況
	基準

	停電
	・信号機の消灯など、通学時の安全が確保できない

・トイレ等の生活用水が確保できない

・十分な照度が確保できない等、授業実施に支障がある
	原則として休校


（3） 非常時の通信手段の確保

　　休校等の連絡を確実かつ速やかに行うため、停電や回線の混雑等も想定し、予め複数の連絡手段を確保し、児童生徒や保護者に周知しておく。
【通信手段】

	
	通信手段
	説明・留意事項

	関係者に直接連絡する方法
	絆ネット（メール）
	学校のサーバーやインターネット回線を介して配信する。学校サーバーを介している場合、学校停電時に使用できない。送信先アドレスの登録が必要。
個人の携帯電話やスマートフォンからログインして連絡することもできるため、停電時の連絡手段として有効。ただし、保護者に届くには携帯電話会社により差があり。

	
	電話
	電話連絡網等を使って口頭で連絡する。個別の連絡になるので、連絡に時間がかかる。

	幅広く周知する方法
	ホームページ
	学校のホームページに情報を掲載する。学校サーバーを介している場合、学校停電時は情報の更新ができない。受信者側の閲覧行動に依存している。

	
	ＳＮＳ
	クラスルームの使用。facebook等に情報を掲載する。個人のスマートフォンから情報を掲載することもできるため、停電時の連絡手段として有効。受信者側の閲覧行動に依存している。

	
	同報無線
	中学校区ごとに放送することが可能。

	
	１７１（Web１７１）
	災害用伝言ダイヤル（災害用伝言板）に情報を登録する。開設はNTTによる判断となるので、使えないこともある。
災害伝言ダイヤルの登録は、

１７１＋１＋学校の電話番号(0548－63－2177)
保護者が学校の様子を聞きたい場合

１７１＋２＋学校の電話番号(0548－63－2177)


５　備品・備蓄等について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（１）必要な物資
	頭部を保護するもの
	□ ヘルメット
	
	

	停電時に役立つもの
	□ ハンドマイク

□ 電池式ランタン
	□ ホイッスル

□ ヘッドライト
	· 懐中電灯

□ 携帯充電器

	救助に役立つもの
	□ バール
	□ ジャッキ
	

	情報収集に役立つもの
	□ 携帯電話


	□ ラジオ

□ トランシーバー
	□ 乾電池

□ カメラ

	避難行動時に役立つもの
	□ 防寒具

□ マスク
	□ 手袋（軍手）

□ スリッパ

□ ブルーシート
	□ 雨具

□ ロープ



	生活に役立つもの
	□ 飲料水

□ 毛布・寝袋

□ ビニールシート

□ 使い捨てカイロ
□ 衛生用品
	□ 食料

□ テント

□ バケツ

□ 電子ライター
□ 紙コップ
	□ 卓上コンロ

□ 簡易トイレ

□ 暖房器具

□ タオル
□ 紙皿

	救護に役立つもの
	□ ＡＥＤ

□ 懐中電灯

□ マスク
	□ 医薬品類

□ ガーゼ・包帯

□ アルコール
	□ 携帯救急ｾｯﾄ

□ 副木

□ 担架

	その他
	□ 発電機

□ 古新聞

□ ビニール袋
	□ ガソリン・灯油

□ 投光器

□ ラップ
	□ 段ボール

□ プール水




	「 静岡県第４次地震被害想定第２次報告」（自主防災新聞号外：静岡県危機管理部）
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６　施設設備の安全点検　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（１）避難経路・避難場所の点検
	□ 分かりやすい案内や表示があるか。

□ 避難経路に障害物がないか。

□ 災害の種類、状況に対応した複数の避難経路と避難場所が確保されているか。

□ 児童の発達段階や地域の自然的環境・社会的環境を踏まえているか。

□ 近隣住民や帰宅困難者の避難を想定しているか。

□ 実地見分を行っているか。

□ 学校の定めた避難経路、避難場所を児童や保護者に周知しているか。


（２）非構造部材の点検（例）

	天井
	□ 天井材（仕上げボード）に破損等の異常は見当たらないか。

	照明器具
	□ 照明器具に変形、腐食等の異常は見当たらないか。

	窓ガラス
	□ 窓ガラスにひび割れ等の異常はないか。

	外壁（外装材）
	□ 開閉可能な窓の鍵はかかっているか。

	
	□ 外壁にひび割れ等の異常は見当たらないか。

	収納棚等
	□ 書庫等は取付金物で壁や床に固定しているか。


（３）施設及び設備の安全点検に関する法的根拠等

	種類
	具体例
	対象
	法的根拠

	定期点検
	□ 毎学期１回以上

□ 計画的に、また教職員全員が組織的に実施
	□ 児童生徒等が使用する

施設・設備及び防火、防災、防犯に関する設備等


	（学校保健安全法施行規則第28条第１項）

毎学期１回以上、児童生徒等が通常使用する施設及び設備の異常の有無について系統的に行わなければならない。

	
	□ 毎月１回

計画的に、また教職員全員が組織的に実施
	□ 児童生徒等が多く使用する校地、運動場、教室、特別教室、廊下、昇降口、ベランダ、階段、便所、手洗い場、給食室、屋上等
	

	臨時点検
	□ 運動会や体育祭、文化祭等の学校行事の前後

□ 暴風雨、地震、近隣で火災等の災害時

□ 近隣で危害のおそれのある犯罪（侵入や放火など）等の発生時
	□ 必要に応じて設定
	（同第28条第２項）

必要があるときは、臨時に安全点検を行う。

	日常点検
	□ 毎授業日ごと
	□ 児童生徒等が最も多く活動を行うと思われる箇所
	（同第29条）

設備等について日常的な点検を行い、環境の安全の確保を図らなければならない。
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まずは北校舎３階のどの部屋でもいいので、空いているところへ。

その後、指示があったところで、図書室は１，２年生、児童会室は４年生、

パソコン室は５，６年生、図書室前廊下に３年生、ふれあいルームになかよし１，２が、
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７　避難対応について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（１）市から発令される避難情報について

	区分
	立ち退き避難が必要な住民に求められる行動

	避難準備情報（要配慮者避難情報）
	・高齢者や障碍者などの要配慮者は立ち退き避難する。

・上記以外の住民等は立ち退き避難の準備を整える。

・状況に応じて自発的に立ち退き避難する。特に土砂災害においては、避難準備が整い次第、土砂災害に対応した開設済みの指定緊急避難場所へ避難することが望ましい。

	避難勧告
	・立ち退き避難する。

・指定緊急避難場所への移動がかえって危険と判断する場合は、近隣の安全な場所への避難や屋内での安全確保措置をとる。

	避難指示（緊急）
	・立ち退き避難中の人は確実に避難を完了する。

・避難勧告の対象地域で、まだ立ち退き避難をしていない人は、速やか　に避難を開始する。

・市町からの避難情報は一定の範囲で発令されるため、状況によっては

屋内での安全確保の方が適切な場合もあることに留意する。


（２）避難所運営の協力ついて

学校（施設管理者）は、学校再開の準備等の業務が優先されるが、これまでの大規模災害の経験を踏まえると、避難所運営に協力することが必要となる。教職員が避難所運営に協力し、円滑に避難所利用者の自主運営へと移行すれば、早期の学校再開につながるため、防災教育推進のための連絡会議等を通して、自主防災組織や市町防災担当者等と話し合い、あらかじめ役割を明確化する必要がある。

（３）避難所運営について自主防災組織や市防災担当者等と確認しておきたい項目

	「避難生活の手引き」（静岡県危機管理部）
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[image: image5.emf]令和５年度　白羽総学校を避難所とする運営委員会名簿

  <運営管理責任者>

    会長        (地区会長)  

(地区副会長)

行政担当者

  施設管理者      (校長)     　   （教頭）       （教育委員会）

　<避難所運営班（案）>  どの自治会がどの班を受け持つかは未定

○避難所全般の取りまとめ

○災害対策本部との連絡

○名簿の作成・管理

○郵便物・宅配物の取次ぎ

○問合せ・避難者呼び出し

○避難所内の情報提供

○避難所外の情報収集

○マスコミ対応

○避難所食料の配給

○不足食料の要請

○避難所生活物資の配給

○避難所の防犯

○避難所施設の管理

○避難所の治安維持

○災害弱者への支援

○負傷者への対応

○避難所衛生環境の管理

○配慮が必要な人の情報把握

○相談コーナーの設置

○定期巡回

○情報の共有等

○情報把握

ボランティア 〇受け入れの検討



 施設管理班

 保健衛生班

要支援者支援班

屋外支援班

○避難所以外の場所に避難

（校長） （教頭） （教育委員会）

 総務班

 連絡・広報班

 食料物資班



学校 

 副会長



  (校長) 

  (派遣職員)  
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	２章
	災害対策について

	(１)
	地震対策


１　地震対策の基礎知識　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（１）静岡県第４次地震被害想定

県では、東日本大震災の教訓を生かし、今後の地震・津波対策の基礎資料として活用するため、「第４次地震被害想定」を策定した。
	区　分
	レベル１の地震・津波
	レベル２の地震・津波

	駿河トラフ・南海トラフ沿い
	発生頻度が比較的高く（駿河・南海トラフでは約100～150年に１回）、発生すれば大きな被害をもたらす地震・津波
	発生頻度は極めて低いが、発生すれば莫大な被害をもたらす、あらゆる可能性を考慮した最大クラスの地震・津波

	
	死者数：約16,000人

（うち津波：約9,000人）
	死者数：約105,000人

（うち津波：約96,000人）

	
	東海地震

東海・東南海地震

東海・東南海・南海地震

（ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ8.0～8.7）
	南海トラフ巨大地震

（ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ９程度）

	相模トラフ沿い
	死者数：約3,000人

（うち津波：約2,900人）
	死者数：約6,000人

（うち津波：約5,700人）

	
	大正型関東地震

（ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ8.0～8.2）
	元禄型関東地震

（ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ8.2～8.5）

相模トラフ沿いの最大クラスの地震

（ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ8.7程度）

	ライフラインの機能支障・復旧想定
	電力
	・発災直後は県内需要家の９割程度が停電、４日後でも１割弱停電が継続

（応急復旧には１週間程度が必要）

	
	電話
	・固定電話は発災害直後に県内回線の９割程度が不通、１日後でも８割程度が不通のまま（応急復旧には１～２週間程度が必要）

・携帯電話は基地局の停波や停電の影響で発災１日後は県内全域で非常につながりにくい状態（応急復旧には、１～２週間程度が必要）

・上記以外に発災直後から通話量の急激な輻輳が発生し、電話がつながりにくい状態

	
	上水道
	・発災直後は県内ほぼ全域で断水、１週間後でも県内の給水人口の５割以上で断水が継続（応急復旧には４～６週間程度が必要）

	
	下水道
	・発災１日後、県内の処理人口の５～７割近くが機能支障となり、各地で排水困難な地区が発生（応急復旧には２～５週間程度が必要）

	
	ガス
	・都市ガスは発災直後の県内停止率が７～８割程度（応急復旧には４～６週間程度が必要）

・ＬＰガスは発災直後に３～４割程度の需要家で機能支障が発生するが、点検後早期の復旧が可能


（２）「南海トラフ地震臨時情報」
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２　「南海トラフ地震臨時情報」が発表された場合　　　　　　　　

（１）「南海トラフ地震臨時情報」における学校の対応
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（２）日頃の備え（地震災害対応、備蓄品や資機材、施設の安全）の再確認事項（例）

	日頃の備え
	再確認事項
	確認方法

	地震災害への対応
	□ 参集基準・教育活動実施基準

□ 各班の人員・役割

□ 緊急連絡先

□ 安否確認方法

□ 引渡し方法
□ 保護者への連絡（内容・方法・タイミング）

≪参考箇所≫１章－２，３，４，７
	□ 教職員の共通

　 理解



	備蓄品や資機材の確認
	□ 頭部を保護するもの

□ 避難行動に役立つもの
□ 生活に役立つもの

□ 救護に役立つもの

≪参考箇所≫１章－５
	□ 安全点検

	施設の安全
	□ 避難経路・避難場所

□ 非構造部材
□ その他定期的な点検箇所

≪参考箇所≫１章－６
	□ 各階や各班で

確認


※これらの確認と並行して、気象庁や自治体等からの情報収集を継続する。

３　地震発生時の対応　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（１）大規模地震発生時の対応　　　　　　　

	発生直後の安全確保
	□ 児童に対し明確な指示を出す。

「落ちてこない・倒れてこない・移動してこない」場所に身を寄せる
教室

頭を守る

机の下に隠れる（机の脚を持つ）

外に飛び出さない

廊下・階段

ガラスに注意して中央で伏せる
体育館・遊戯室
落下物に注意して中央で伏せる
グラウンド

校舎から離れ中央で伏せる
□ 火気の消火（電源を切り・ガスの元栓を閉める）

□ 出入口を確保する。

	避難誘導
	□ 児童の状況を把握する。

□ 児童に対し明確な指示を出す。

「押さない・走らない・しゃべらない・戻らない」

ヘルメット等で頭部を保護する

余計な荷物を持たず、上履きのまま行動する

※津波避難の場合は走ることもある
□ 名簿、ホイッスル等を携行し、児童を安全な場所に誘導する。

□ 普通教室以外の場所にいる児童の所在に配慮する。

□ 隣接クラスが連携して避難し、集団の前後に教職員を配置する。

□ 児童の不安の緩和に努める。

□ 避難の際に援助を要する者への対応に配慮する。

□ 校内にいる人員の状況を把握する（点呼・欠席者・負傷者等）。

□ ２次災害等の危険が予想された場合は直ちに安全な場所に避難する。
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[image: image55.emf]校内救急体制図   現場で協力を求め、傷病者から離れない                                

こんな時 に は 救急車を ！ 119 番   ・意識喪失 の 持続   ・ショック 状態の 持続   ・けいれんの持続   ・激痛 の 持続   ・多量 の 出血   ・骨 の 変形   ・ 大きな開放創   ・広範囲の火傷   ・呼吸困難   ・心臓病 の 疑い   ・その他 緊急を要するも の  

現場 へ 急行 ・ 応急手当   （養護教諭 ・ 学級担任・学年 主任   校長 ・ 教頭 ・ 教務主任）   養護教諭不在時 は 、   教頭 ・ 教務主任 ・ 学級 担任が 対応  

児童 ・ 生徒 へ の対応   （学級担任 ・ 級外 職員 ）     教室 に 入れ落ち着かせる  

判断 ・ 指示   （校長 ・教頭 ）  

救急車 で 搬送   保護者 （ 学校）が搬送  

重症度 ・ 緊急度 （ + ）   重症度 ・ 緊急度 （ － ）  

119 番通報   携帯電話 も 119 番   （教務主任・級外職員）   ① 救急車 をお願い します 。   ② 御前崎市立 白羽 小学校です 。   ③ こんな 状況 です。   ④〇年生男子 ( 女子 ) です。 （年齢・生年月日）   ⑤ 通報者氏名           ⑥ 電話番号 05 48 - 63 - 2177  

救急車 誘導   （教務 主任・ 級外職員）  

救急車 同乗 （ 養護教諭 、   状況 説明で きる人 ）   持参 → 緊急連絡 カード   事故 記録          携帯電話  

市立 御前崎総合 病院   （ TEL   0537 - 86 - 8511 ）   しろわクリニック   （ TEL   23 - 3211 ）  

保護者 へ 連絡 （学級担任）   ・事故 の 状況説明   ・搬送 病院の 確認   ・落ち合う 場所 の確認   ・保険証持参 の 依頼  

呼吸停止  

 

心臓 マッサージ  

成人 ： 深さ 5cm   小児：胸 の 厚さ 約 1/3     100 ～ 120 回 / 分   強く速く絶え間なく   人工呼吸 が できる場合   気道確保 ・ 人工呼吸   圧迫 30 ：呼吸２  

AED 併用  

保護者 へ 連絡 （学級担任）   ・事故 の 状況説明   ・搬送 の 依頼   （落ち合う 場所の 確認 ）   ・搬送 する 医療機関の決定   ・保険証、医療費持参 の 依頼  

医療機関 へ 連絡 （ 養護教諭 ）   ・受診 の 依頼   ・事故 の 状況 説明   ・受診者の名前 、生年月日  

医療機関 へ 搬送 ・ 受診   （ 保護者 ・ 教職員 ）    

 

★ 記録   対応した全教職員が事故発生から 時間を おって記録する  

事後 処理 （ 校長 ・教頭 ）   １   記録の まとめ       記録を 収集しまとめる     ２   写真      事故現場の 写真撮影 を する     ３   報告         ① 御前崎市教育員会        事故報告書       ②学校医 ( 座光寺医院 ) TEL 63 - 3206        ( 耳鼻科   中村耳鼻科 ) TEL 52 - 0434        歯科医 ( 大澤 歯科医院 ) TEL 63 - 2010        薬剤師 ( なかはら 薬局 ) TEL 63 - 5005      ③ 日本スポーツ 振興センター        名古屋 支所 TEL 052 - 533 - 7823     ４   職員 召集     ① 事故発生 の 原因 と 状況説明     ② 事故 の対応の 経過     ③ 病院で の 状況 説明     ④ 今後 の 対応について協議     ⑤ 予防 ・ 安全対策     ５   対応      児童生徒（ 当事者 及び 全体 ）    

確認 事項   加害者 の いる 場合、加害者の 保護者 にも 連絡し 、 慎重に対応 する 。  

CRT   TEL   090 - 5107 - 1724   （静岡県こころの 緊急支援チーム ）   校長が 教育委員会へ 連絡    

中毒 110 番（相談窓口 ）   化学物質 、 医薬品 、動植物の 毒などに よっておこる 急性中毒   中毒全般    072 - 727 - 2499             029 - 852 - 9999     たばこ 専用   072 - 726 - 9922  

御前崎タクシー   TEL 63 - 2655  

家庭 連絡 （家庭 訪問）   （ 学級担任 ）  




（２）登下校時又は校外活動中における児童への指導
	□ 最寄りの避難地、あらかじめ定めてある避難場所等の安全な場所に避難すること。

□ 家庭や学校と連絡を取り、状況を報告し、指示に従うこと。

□ 流言等の不正確な情報に惑わされず行動すること。


（３）児童不在時（勤務時間外に参集した場合等）の対応

	管理職が災害規模に応じた対応を指示する。

□ 地震や被害に関する情報収集

□ 児童・教職員の安否確認

□ 施設の安全点検

□ 授業等実施の判断 → 児童・保護者・教職員への連絡

□ 避難者対応（学校が避難地・避難所となった場合）


	「教職員のための危機対応ＢＯＯＫ」（静岡県教育委員会）

	[image: image8.emf]


（４）応急危険度判定士の判定について

	地震発生後、使用する建物は必要に応じて応急危険度判定士の判定を受け、建物の安全を確

認した上で利用することができる。避難所として開放できる区域と学校の管理あるいは教育活動の再開に向け確保する区域とを早急に分類し、明示する。ただし、避難者数、要配慮者の状況等に応じ柔軟に対応することが必要である。

県と県内全ての市町では、公共施設の耐震性能ランク（Ⅰa、Ⅰｂ、Ⅱ、Ⅲ）を公表しており

県及び一部の市町では、建物玄関などの見やすい位置に耐震性能ランクを表示している。

	耐震性能ランクがもっとも高いⅠaの建物は、地震後も継続して使用できるため、応急危険度

判定士の判定を受けなくても使用できるとされているが、場合によっては亀裂が入ったり、照明や看板等の落下物の危険は残ったりするため、目視による安全確認を行い、必要な場合は応急危険度判定士の判定を受ける必要がある。また、Ⅰｂ以下の建物は、応急危険度判定士の判定を受けて安全が確認されるまでは、使用は原則禁止となる。


· 本校は体育館と北校舎はⅠaなので、判定士の判定を待たずに避難ができる。
４　引渡し（下校）及び待機について（全ての災害に共通）　　　　　　　　　　　

（１）引渡しのルール（例）

	状　況
	基　準

	学校を含む地域の震度
	震度５弱以下
	□ 級外職員での通学路の安全が確認できたところで原則とし
て下校させる。（地区ごと集団下校等）

□ 交通機関に混乱が生じている場合や、通学路の安全が確認できない場合は学校で待機させる。

	
	震度５強以上
	□ 原則として安全が確認できるまでは園・学校で待機させる。

□ 安全が確認されたら、保護者への引渡し・集団下校等、地震の規模、被災状況に応じて適切に判断する。


（２）引渡しにおける留意事項　
	□ 保護者への引渡しが困難になることも踏まえ、祖父母や親戚等も含め、複数の引受人を把握

しておく。

□ 地域ごと集団で下校させるなど、安全確保上の配慮を徹底する。

□ 児童の下校後の状況把握に努める（避難先・家族や自宅の被害等）。

□ 保護者に引渡した後においても、安全に帰宅できることが確認されるまでは保護者とともに

学校に留め置くなどの対応も必要である。


（３）引渡し手順（例）

	
	災害対策本部
	児童生徒・保護者対応班

	事前
	1 引渡し場所（児童等待機場所）決定

2 保護者を誘導・引渡し方法説明
	1 学級名簿（引渡しカード）準備

2 児童を待機場所へ移動

	引渡し
	
	3 （引渡しカードの照合）
4 （引渡し後の連絡先の確認）
5 引渡し状況の報告

	事後
	3 引渡し状況の集約

4 引渡しが完了していない児童の保護
	6 引渡しが完了していない児童の保護

	
	【学校待機の留意点】

□ 長時間の待機又は宿泊施設の確保

□ 食料・寝具の確保

□ 児童の身体的・精神的ケア
	


※　2022年度以降は引き渡しカードは作成せず、学級名簿で対応する
（４） 緊急時引渡しカード（例）

	緊急時引渡しカード　　　　　　　　　　　

	学年・組・氏名
	　　年　　組　　番　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　（男　女）

	住所
	〒



	上記住所における避難所等
	（避難地）
	

	
	（避難所）
	

	本校在学兄弟等
	　　年　　組　　番　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　（男　女）

	
	　年　　組　　番　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　（男　女）

	緊急時の引受人（実際に学校に迎えに来る人・保護者以外を含む）

	順位
	引受人名
	本人との関係
	電話番号

	１
	
	
	（自宅）

	
	
	
	（携帯）

（ﾒｰﾙ）

	
	
	
	（その他・職場等）

	２
	
	
	（自宅）

	
	
	
	（携帯）

（ﾒｰﾙ）

	
	
	
	（その他・職場等）

	３
	
	
	（自宅）

	
	
	
	（携帯）

（ﾒｰﾙ）

	
	
	
	（その他・職場等）

	　太枠内は引受人が署名

引受人署名

引渡し日時

引渡した教職員

  　　　　　　月　　日

　時　　分

引渡し後の連絡先　（　□ 自宅　　□ 自宅以外　）




令和 　年 ７月　　日

保護者　様

御前崎市立白羽小学校長

スクラム引き渡し訓練への協力依頼について

　保護者の皆様におかれましては、日頃より本校の教育活動に御理解と御協力をいただき、感謝申し上げます。

　「南海トラフ地震に関連する情報」が発表されたことを想定した引き渡し訓練を下記のように実施します。緊急時に、児童を安全かつ確実に保護者の方にお渡しするための訓練です。本年度も、白羽幼・白羽保とのスクラム引き渡し訓練です。中学への移動には時間がかかるため、自動車で移動できる状況を想定します。詳しくは、スクールカレンダー右上部の『児童引き渡しマニュアル』をお読みください。渋滞緩和のため、自動車は、一方通行で進みます。訓練では、雨天は、運動場を駐車場に使用しません。雨天の場合は、総合運動場の駐車場を御利用ください。なお、大地震発生の場合は、自動車の運転が制限される可能性があります。なるべく、徒歩での引き取りをお願いします。皆さまの御理解と御協力をお願いいたします。

記
１　引き渡し日時　　令和　年　月　日（　）　１３：３０～１４：１５（雨天決行）
２　引き渡し場所　　　各教室

３　引き渡し方法　　　

①　保護者が、教室に子どもを引き取りに行く。

②　学級担任が、お子さんとの関係（例：父、母、祖母、叔父、兄等）と確認時刻

（例　１４：１０）を記録し、子どもを引き渡す。

４　その他

　　・現在想定される非常事態には、交通事故、不審者、自然災害（地震、津波、風水害、土砂災害等）、火災、原子力災害、サルによる被害、伝染病流行が、考えられます。

[image: image56.png]o

Fryso=bDEWNS
— B EEE B DABC—

o REZIKEEL, HTIEFDERIRE

‘ A BEEFIYY | o | ~LEDEOL AL
o FryILI-BRIERE A

N [ SIEEDOBE
< ® I (P 55E) TH ﬁz%&

b LHRENEL
< BAEEROI, BEEF T NS F oo LR
B HEanE BCHD)

« WERFITA LELBZIZTA

\—L— “& K5 HERZN ‘ HESVEtE AT
< 7 SRR ETEELEL SR SDELA,

o IGRALE L RIBEIT TS
o ST CTORE) -BAE- IR -KELRE, RT-fh TRRs&T

C (BN FIyy | ERL0EER
« REEEHO FEALTHISFEEHEDRLTIES

[ o FyILI-BZIETEA
\ /

[WE =]
FryIUBl, ERLELRZIERASERICELAHNE, TORLIEEA.
Oz otnZEA
FEEIN 28, HHSEET, EiR,
ORERHORKR
BEEINAHE, OHSHE T, RERZ], FHRE, HITOKRE, BECEESFEEA.
Oz olthsELE5FE
RRBRELTHELEZVNIE, TORDZBEETLA.

=25 A ~
S ZUNLELE s - ,
Fryo—h& EFREEIC | |
WETomA, FELL R | TSPEMEEN (T )
W BT EhCEET, BB EER (T )

@ IE - COFTVII—RE, BPERERNRON-EEDEERE- B2EDHIETOXE,
ISRILE, REFETIHDLNTT .
FPEDIER A A FER IO TRBYET . BRI OB EIERLD5ELH
YETOTIBE S



　　・緊急時は、学校からの連絡がなくても、保護者の判断でお迎えに来ていただいてもかまいません。

　　・児童昇降口からお入りください。
スクラム引き渡し訓練　交通渋滞緩和策
西　　　　お願い１　Ａは、「西進車のみが進入する。」に御協力ください。















プール

お願い２　Ｃ地点（砕石駐車場）には、駐車しないでください。

お願い３　Ｄ地点(運動場)では、東側から順に駐車してください。

お願い４　Ｅ地点(東側門)を出る車両は、右折のみとします。

お願い５　学校敷地内での運転は、徐行してください。

お願い６　雨天時は、総合運動場駐車場(学校まで徒歩１０分)を御利用ください。

その他　兄弟姉妹のいる方は、幼・保・小・中、引き取りに行く順番は、家庭の都合で決めてください。

５　緊急地震速報の基礎知識　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（１）緊急地震速報の発表の基準

	・地震により、最大震度５弱以上の揺れを予想した時に、震度４以上の揺れを予想した地域に

対して緊急地震速報を発表する。

・高度利用者向受信端末等では、予想する震度が利用者が独自に設定した基準を超えた時に報知音が鳴る。


（２）利用にあたっての留意事項

	・地震の震源に近い地域では、緊急地震速報の発表が強い揺れに間に合わないことがある。

・緊急地震速報で予想する震度には±１程度のずれを伴う。

・頻繁に地震が発生している時などに、ほぼ同時に発生する複数の地震を区別できず、緊

急地震速報を適切に発表できないことがある。

	「緊急地震速報‐地震による強い揺れを事前にお知らせ‐」（気象庁ＨＰ）

	[image: image9.emf]


	(２)
	津波対策


１　津波対策の基礎知識　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（１）静岡県第４次地震被害想定

静岡県地理情報システム（ＧＩＳ）や市町のハザードマップ等を活用し、静岡県第４次地震被害想定における学校及び学校周辺の津波被害（浸水深・到達時間等）を把握する。

	「地震防災ガイドブック」（静岡県危機管理部）
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（２）静岡県第４次地震被害想定（レベル２津波）において浸水域内に立地する県立学校

	高校
	松崎高等学校／清水南高等学校／焼津水産高等学校／相良高等学校／榛原高等学校／浜松南高等学校／浜松江之島高等学校／新居高等学校

	特別支援

学校
	浜松特別支援学校／藤枝特別支援学校焼津分校／東部特別支援学校伊豆下田分校　　　　東部特別支援学校伊豆松崎分校


（３）津波警報・津波注意報

　　津波による災害の発生が予想される場合には、大津波警報、津波警報又は津波注意報が発表される。

	「津波防災」（気象庁）

	[image: image11.emf]

	「津波警報・注意報と避難のポイント」（気象庁）

	・震源が陸地に近いと、津波警報が津波の襲来に間に合わないことがあります。強い揺れや弱くても長い揺れがあったらすぐに避難を開始しましょう。

・津波の高さを「巨大」と予想する大津波警報が発表された場合は、東日本大震災のような巨大な津波が襲うおそれがあります。直ちにできる限りの避難をしましょう。

・津波は沿岸部の地形等の影響により、局地的に予想より高くなる場合があります。ここなら安心と思わず、より高い場所を目指して避難しましょう。

・津波は長い時間繰り返し襲ってきます。津波警報が解除されるまでは、避難を続けましょう。


２　津波に関する情報が発表された場合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（１）津波警報・注意報発表時にとるべき行動（例）

	
	津波注意報
	津波警報
	大津波警報

	教育活動
実施基準
	（在校時）

□ 平常授業

□ 沿岸部の活動は中止


	（在校時）

□ 教育活動を中止

（学校管理下外）

□ 避難または自宅待機

□ 津波警報が解除され、登下校の安全が確保され

　 た時点で登校

	教職員の
参集基準
（時間外）
	□ 校長の指示による 

	□ 応急対策要員（市内在住職員）については自らの身の安全を確保した上で参集する。



	学校の対応
	□ 教育活動は継続（沿岸部の活動は中止）

□ 児童に情報提供

（下校時における注意喚起）
	□ 上層階（又は屋上）又は周辺高台への避難指示

□ 児童・教職員の安否確認

□ 津波情報の収集（テレビ・ラジオ等）

□ 学校周辺状況の目視

□ 関係機関への連絡調整

□ 学区内（通学路）の状況把握

□ 近隣学校との情報交換

□ 保護者への連絡

□ 学校が避難場所（津波避難ビル等）に指定されている場合、対応計画の確認と実施


3　津波避難における留意事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（１）津波避難における留意事項

	避難開始
【ただちに】
	□ 教職員は的確な判断をし、ただちに高台等への避難を指示する。
□ 学校は教職員不在時、児童生徒だけでも避難を開始する（訓練が必要）。

□ 沿岸部での活動中に地震が発生した場合は、情報を待たずに避難を開始する。(地震だ、津波だ、すぐ避難！)

	避難中
【続ける】
【あきらめない】
	□ 想定を超える大津波発生の可能性を考慮し、より高くて安全な場所への避難を継続する。

□ 建物の倒壊や土砂災害等により避難経路が通行不能となった場合、迂回路等を使用し避難行動を継続する。

	避難後
【戻らない】
	□ 津波は繰り返し襲来するため、警報等が解除され安全が確認されるまで沿岸部には近づかない。

□ 児童・教職員の安否確認を行い、正確な情報収集に努める。

□ 児童の心身の状態を把握する。


	「津波から命を守るために」（気象庁）

	
[image: image12]


	(３)
	風水害対策


１　気象情報の基礎知識　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（１）気象に関する特別警報・警報・注意報の種類（市町単位で発表）
	区　分
	種　類

	特別警報
	大雨／暴風／暴風雪／大雪／波浪／高潮

	警　　報
	大雨／洪水／暴風／暴風雪／大雪／波浪／高潮

	注 意 報
	大雨／洪水／強風／風雪／大雪／波浪／高潮／雷／融雪／濃霧／乾燥／なだれ／低温／霜／着氷／着雪


（２）その他重要な気象に関する情報

	情報
	内　容

	台風に関す

る気象情報
	台風の実況と予想等を示した「位置情報」や、注意事項等を示した総合情報

	記録的短時

間大雨情報
	数年に一度程度しか発生しないような短時間の雨量（静岡県内では１時間雨量110㍉以上）を、観測したり、解析したりしたときに発表

・災害発生が切迫した状態にある可能性が高いため、警報以上の注意が必要

	土砂災害警

戒情報
	大雨警報（土砂災害）が発表されている状況で、土砂災害発生の危険度がさらに高まったときに、対象となる市町村を特定して警戒を呼びかける情報

・避難勧告等の目安となる重要情報

・災害発生が切迫した状態にある可能性が高いため、警報以上の注意が必要

	竜巻注意情

報
	積乱雲の下で発生する竜巻、ダウンバースト等による激しい突風が発生しやすい気象状況になったと判断された場合に発表


（３）波浪・高潮について

	波浪警報・注意報
	高潮警報・注意報

	· 高い波によって重大な災害が生じる可能性があると予想された際に発表

· 「波浪」とは風によって生じる波

· 海岸沿いを移動する際には高波に注意する（海岸に近づかなければ比較的安全）

□ 高波はその場の天気や風の強さに関わらず生じるため、天気が良くても「波浪警報」が出ている場合は注意が必要
	□ 台風や低気圧による異常な海面の上昇に　より、重大な災害が生じる可能性があると予想された場合に発表

□ 「高潮」は津波と同じく海面全体の水位が

　 上昇する現象

□ 水位が想定以上に高くなると防潮堤を乗

り越えて大規模な浸水被害をもたらす（避

難が必要な場合もある）


	「命を守るために知ってほしい特別警報」（気象庁）
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	「雨と風」（気象庁）

	[image: image14.emf]


	「雨と風」（気象庁）

	[image: image15.emf]


２　平常時における風水害対策　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（１）平常時の対策

	□ 立地環境と災害予測（各種ハザードマップ等を確認し、予測される災害をマニュアルに明記）

□ 気象情報の収集（静岡地方気象台HP／サイポスレーダー／静岡県地理情報システム　等）
□ 防災設備等の確認、必需品の備蓄

□ 授業等の実施基準の決定と保護者等への周知

□ 初動体制の確立

□ 連絡体制の確立（教職員、児童生徒、保護者、行政・防災関係機関）

□ 避難先、避難経路等の確認

□ 避難訓練の実施


（２）教育活動の実施基準

	情報
	授業
	対応

	注意報
	強風
大雨

	平常

授業
	□安全に登校できることを確認した上で登校（確認できない場合は学校に連絡の上自宅待機）


	警　報
	特別
または
暴風・大雨が同時
	授業

中止
	□午前６時30分の時点で御前崎市に警報が発表されている場合は午前９時30分まで自宅で待機

□午前９時30分の時点で警報が解除されていない場合は「１日休校」

□午前９時30分の時点で警報が解除されている場合は安全に登下校できることを確認した上で登校（確認できない場合は学校に連絡の上自宅待機）

	
	その他

気象警報
	平常

授業
	□安全に登下校できることを確認した上で登校（確認できない場合は学校に連絡の上自宅待機）


３　気象警報等が発表された場合（又は発表が予見される場合）　　　　　　　　　

（１）児童在校時の対応

	１　警報等発表時（又は警報等の発表が予見できたとき）

	□ テレビ、ラジオ、インターネット等からの情報収集体制強化

・指示・連絡体制の確認

・教職員及び児童への定期的な情報提供開始

・周辺校や関係機関との情報共有

	２　授業中止等の対応の検討・決定

	・教職員及び児童に連絡
※授業を継続する場合は情報収集・提供を継続

・教育委員会等への報告

	３　下校対応

	・通学路、交通機関等の状況を把握

　（安全が確認できた場合）注意喚起をした上で、状況が悪化する前に速やかに下校させる

（安全が確認できない場合）留置き、引渡し等の措置の検討、実施

（必要に応じて）保護者への連絡


（２）児童不在時の対応

	１　警報等発表時（又は警報等の発表が予見できたとき）

	・テレビ、ラジオ、インターネット等からの情報収集体制強化

・指示・連絡体制の確認

・必要な教職員の参集（管理職等）

・周辺校や関係機関との情報共有

・児童、保護者への連絡方法の確認

	２　休校等の対応の決定・連絡

	・授業等の実施基準に基づき対応を決定

・必要に応じて児童、保護者等に連絡

・教育委員会への報告

静岡県立学校管理規則第３条第２項

「非常変災その他急迫の事情のため臨時に、授業の一部又は全部を行わない場合は、校長は、直ちにその旨を教育委員会に報告しなければならない」




（３）特別警報発表時における対応（平成27年２月27日付教総健第558号）

	種　類
	対　応

	気 象 等
	県内全域又は御前崎市に特別警報が発表された場合
	特別警報が解除され、かつ安全が確認されるまで、原則として教育活動は中止し、児童生徒および教職員の安全確保を徹底する。

	
	御前崎市以外の県内市町に特別警報が発表された場合
	御前崎市に対し、特別警報が発表されていない場合であっても、子どもの居住地や通学状況等に十分配慮した上で、教育活動の実施について適切に判断する。

	津    波
	大津波警報発表時の対応とする。

	火山噴火
	噴火警報発表時の対応とする。

	地 震 動
	緊急地震速報発表時の対応とする。

	（対応方針）

「特別警報」は、「警報」の発表基準をはるかに超える数十年に一度の大災害が起こると予想される場合に発表され、対象地域の住民に対して最大限の警戒を呼びかけるものであることから、各学校においても児童及び保護者に対し、「命を守る行動」を最優先するよう指導・周知する。
児童の帰宅又は保護者への引き渡しについては、特別警報が解除された後に行う。

その際、公共交通機関、道路及び児童の居住地等の安全を確認の上、帰宅させ、帰宅困難な児童がいる場合には園・学校で待機させる等の対応をとる。


４　積乱雲の発生にともなう「竜巻」「雷」「局地的大雨」への対応　　　　　　　　

	「教職員のための危機対応ＢＯＯＫ」（静岡県教育委員会）
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５　災害発生時の対応　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（１）災害発生時に求められる対応（例）

	□ 災害対策本部の設置、対応方針の決定

□ 児童の安否確認、安全確保（必要に応じて避難行動）

□ 災害に関する情報収集、児童及び保護者等への情報提供

□ 教育委員会への報告


家庭掲示用
気象状況が心配される場合の登校判断について
令和　年４月　日
御前崎市立白羽小学校　

１　御前崎市に大雨・暴風・高潮・波浪・暴風雪・大雪のいずれかの特別警報が発表された場合
	状　況
	対　応

	午前６時３０分の段階で、特別警報が発表された場合
	自宅待機とします。

	午前９時３０分までに特別警報が解除された場合
	解除された時点で登校させてください。

	午前９時３０分の段階で特別警報が引き続き出ている場合
	臨時休校とします。

	
	


２　御前崎市に台風等により「暴風警報」「大雨警報」が同時に発令された場合

	状　況
	対　応

	午前６時３０分の段階で、「暴風警報」「大雨警報」が同時に発令された場合
	自宅待機とします。

	午前９時３０分までに「暴風警報」「大雨警報」が解除された場合
	解除された時点で登校させてください。

	午前９時３０分の段階で「暴風警報」「大雨警報」が引き続き出ている場合
	臨時休校とします。

	
	


　※学校からメール等連絡がなくても、上記のように判断してください。

３　その他

(1) 学区内の行政区に「避難準備情報」「避難勧告」「避難指示」が発表された場合、また安全な登校や登校後の生活に心配があると認められる場合（市・学校からのメールによる連絡）も上記１、２と同様の対応とします。

　(2) 上記１、２以外でも、自宅周辺等に登校上危険箇所がある場合は、各家庭で判断し、安全を第一優先してください。

	御前崎市立白羽小学校

担当：教頭（　内堀　）

電話：６３－２１７７


令和　　年４月　日

　保護者　様

御前崎市立白羽小学校長

気象状況が心配される場合の登校について

　このことについて、児童生徒の安全を確保するため、教育委員会の「気象状況が心配される場合の登校判断について」を受け、本校は次のように対応します。

１　御前崎市に大雨・暴風・高潮・波浪・暴風雪・大雪のいずれかの特別警報が発表された場合
	状　況
	対　応

	午前６時３０分の段階で、特別警報が発表された場合
	自宅待機とします。

	午前９時３０分までに特別警報が解除された場合
	解除された時点で登校させてください。

	午前９時３０分の段階で特別警報が引き続き出ている場合
	臨時休校とします。

	
	


２　御前崎市に台風等により「暴風警報」「大雨警報」が同時に発令された場合

	状　況
	対　応

	午前６時３０分の段階で、「暴風警報」「大雨警報」が同時に発令された場合
	自宅待機とします。

	午前９時３０分までに「暴風警報」「大雨警報」が解除された場合
	解除された時点で登校させてください。

	午前９時３０分の段階で「暴風警報」「大雨警報」が引き続き出ている場合
	臨時休校とします。

	
	


※学校からメール等がなくても、上記のように対応してください。

３　その他

(1) 学区内の行政区に「避難準備情報」「避難勧告」「避難指示」が発表された場合、また安全な登校や登校後の生活に心配があると認められる場合（市・学校からのメールによる連絡）も上記１、２と同様の対応とします。

　(2) 上記１、２以外でも、自宅周辺等に登校上危険箇所がある場合は、各家庭で判断し、安全を第一優先してください。

	御前崎市立白羽小学校

担当：教頭（　内堀　）

電話：６３－２１７７


令和　　年４月　日　

保護者　様
                                         御前崎市立白羽小学校長
「南海トラフ地震臨時情報」が発表された場合の対応について
　陽春の候、皆様にはますます御清栄のこととお喜び申し上げます。

このことについて、下記のとおりの対応させていただきます。皆様の御理解と御協力をよろしくお願い申し上げます。

記
１　「南海トラフ地震臨時情報（調査中）」が発表された場合
	
	対　 　　　　　  応

	在宅時
	　保護者とともに避難します。

	在校時
	　児童を避難誘導した後、早急に下校をさせることを原則とします。職員を通学路に配置し、安全に配慮します。（状況によっては保護者の引き渡しも有り得ます。）

	登下校時
	　情報を入手した場所が、自宅寄りであれば「帰宅」、学校寄りであれば「登校」します。


２　南海トラフ地震（大地震）が発生した場合
	
	対　 　　　　　  応

	在宅時
	　保護者とともに避難します。

	在校時
	　原則として学校に待機させます。（周囲の安全が確認された場合は、保護者への引き渡しを行います。）

	登下校時
	　情報を入手した場所が、自宅寄りであれば「帰宅」、学校寄りであれば「登校」します。                       


３　留意事項
　　保護者への連絡は、きずなネット学校連絡網により行うことを基本とします。ただし、大地震発生によりライフラインが途絶した場合、本校では「ＮＴＴ災害伝言ダイヤル」を用います。
　〇　学校で待機している児童の安否確認等を保護者が行いたい場合（学校側の発信情報を聞く）　　　　　　　　１７１＋２＋学校の電話番号（０５３７－６３－２１７７）

　〇　ＮＴＴ災害伝言ダイヤルのシステムにつきましては、ＮＴＴのホームページ等で確認するなど、各御家庭でも御対応願います。      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	担当：教頭（　内堀　）
電話：６３－２１７７


電
	(４)
	原子力災害対策


１　原子力災害対策の基礎知識　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（１）原子力災害について
	「原子力防災のしおり　平成29年３月」（静岡県）
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	（学校の場合）

□ 教室等の全ての窓やカーテンを閉め、換気扇等を止める。
□ 避難等に備え、マスク配布の準備をする。

□ 長時間の屋内退避においては、特に体調や気持ちの変化に配慮する。

□ 御前崎市からの指示に迅速に対応できるよう、身支度を整えさせる。

□ 今後の動きや留意点（保護者への引渡し・避難・家族との合流、防護対策等）を児童に説明する。

□ 一斉メール等を活用し、学校の対応（屋内退避）等について保護者に連絡する。


２　浜岡地域原子力災害広域避難計画について　　　　　　　　　　　　　　　　　

（１）避難元市町ごとの避難先（県内の避難先及び協議をしている都県、市区町村）

避難先１：原子力災害が単独で発生した場合等

避難先２：大規模地震との複合災害などで避難先１に避難できない場合

	
	PAZ
	UPZ
	避難先１
	避難先２

	御前崎市
	○
	
	静岡県（浜松市）
	長野県（松本地域、北安曇地域、長野地域、北信地域）※

	牧之原市
	△
	
	山梨県（甲斐市、中央市、南アルプス市、昭和町、市川三郷町）
	長野県（佐久地域、上小地域）※

	
	
	△
	
	


　PAZ・UPZの対象範囲が市町域の全域に及ぶ場合は〇、一部の場合は△

※長野県の地域

・松本地域：松本市、塩尻市、安曇野市、麻績村、生坂村、山形村、朝日村、筑北村

・北安曇地域：大町市、池田町、松川村、白馬村、小谷村

・長野地域：長野市、須坂市、千曲市、坂城町、小布施町、高山村、信濃町、飯綱町、小川村

・北信地域：中野市、飯山市、山ノ内町、木島平村、野沢温泉村、栄村

・佐久地域：小諸市、佐久市、小海町、佐久穂町、南相木村、北相木村、軽井沢町、

御代田町、立科町

・上小地域：上田市、東御市、長和町、青木村

（２）対象となる学校の考え方について

	市　町
	学校の対応

	御前崎市
	市内の全ての学校がＰＡＺ内に該当

	牧之原市
	御前崎中学校がＰＡＺ内に該当

それ以外の学校はＵＰＺ内に該当


（３）ＰＡＺ内の公立園学校

	所在地
	幼稚園・保育園
認定こども園
	小学校
	中学校
	高等学校
	特別支援

	御前崎市
	御前崎／白羽／池新田／高松／白羽／浜岡／さくら／北こども
	御前崎／白羽／第一／浜岡東／浜岡北
	御前崎

浜岡


	池新田
	掛川特支御前崎分校

	計
	７園
	７校
	３校
	２校
	１校


（４）学校等の避難フロー（ＰＡＺ）







※1　 保護者への引渡しを原則とするが、引渡しが出来ない場合には、御前崎市(牧之原市)の指示によりバス等により避難するものとする（バス等の確保は県が国の支援、交通関係機関の協力を受け行う。）。

※2　 避難等の際に放射線という「目に見えない脅威」から我が身と家族を守る、汚染しているか分からない不安を解消するための検査場所。汚染の有無を調査し、万が一汚染していた場合は除染を行ったうえで、安全の証となる「検査済証」が発行される。

（『浜岡地域原子力災害広域避難計画　H29.3月修正』（静岡県危機管理部）参照）
	３　原子力施設において異常な事態が発生した場合に備えた学校の対応　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	POINT
	１　自家用車避難を原則とすることから、保護者と児童が可能な限り一緒に行動できるよう下校又は引渡しの時期を判断すること。
２　避難が広域、長期に及ぶこともあるため、教職員及び児童の緊急連絡先を持ち出せるようにしておくこと。

３　引渡し等の決定を伝達する方法は、大規模災害も想定し、複数確保しておくこと（一斉メール／ＨＰ／災害伝言ダイヤル　等）。


（１）ＰＡＺ圏内から通学している児童生徒への対応（例）

	事前の準備
	□名簿を作成し、原子力災害発生時の対応について保護者と共通理解を図る。

	原子力施設において異常な事態が発生した場合
	□ 災害発生状況を把握し、当該児童生徒に正確な情報を伝える。

□ 原子力災害の場合、自家用車避難を原則とすることから、保護者と児童が可能な限り一緒に行動できるよう下校又は引渡しの時期を判断する。
□ 下校又は保護者への引渡しができない場合は、学校で待機させ、教職員とともに行動する。


（２）ＰＡＺ内の学校における対応
　　ＰＡＺ内の学校は、全面緊急事態まで進展した場合、御前崎市(牧之原市)の指示に従い、児童生徒を引率して避難することになるため、可能な限りそれ以前の段階で下校又は引渡しがなされるよう努めること。
	
	警戒事態
	施設敷地緊急事態

（避難準備）
	全面緊急事態

（避難）

	学校が直ちに取るべき対応
	□直ちに教育活動を中止

□学校の対応を保護者に連絡

□下校又は引渡し

□上記の対応を教育委員会に連絡
	□直ちに教育活動を中止

□学校の対応を保護者に連絡

□下校又は引渡し

□上記の対応を教育委員会に連絡
	□直ちに教育活動を中止

□学校の対応を保護者に連絡

□自治体からの避難指示に備え、原則引渡しは

　一旦中断

□上記の対応を教育委員会に連絡

	下校又は引渡しができない児童への対応
	□学校等に留め置き

□一時集合場所への避難

準備を開始


	□学校等に留め置き

□一時集合場所への避難

準備を開始


	□学校等の屋内に退　避

□市から避難の指示が出た時点で一時集合場所への移動を開始


（５）下校・引渡しのルール（まとめ）　上段：警戒事態　中段：施設敷地緊急事態　下段：全面緊急事態

	
	児童生徒の居住地

	
	ＰＡＺ内
	ＵＰＺ内
	ＵＰＺ外

	学校
	ＰＡＺ内
	【下校又は引渡し】

	
	
	【引渡し】
	【下校又は引渡し】

	
	
	自治体からの避難指示に備え、原則【引渡し】は一旦中断（※）

	
	
	【引渡し】


（※）御前崎市から避難指示が出るまでは可能な限り【引渡し】を継続

	(６)
	国民保護対策


1　国民保護対策の基礎知識　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（１）国民保護

万が一、外敵から日本国に対する武力攻撃があったときに、国民の生命、身体及び財産を保護する。

（２）全国瞬時警報システム（Ｊアラート）

　　緊急地震速報や津波警報、弾道ミサイル情報など、対処に時間的余裕のない事態に関する情報を携帯電話等に配信される緊急速報メール、市町村防災行政無線等により、国から住民まで緊急情報を瞬時に伝えるシステム。

	「Ｊアラート」（総務省消防庁）
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２　ミサイル発射後に出されるＪアラート警報時の対応について　　　　　　　　　
（１）具体的対応

	１　事前の対応

	□ マニュアルの見直し・整備
・「Ｊアラートにより緊急情報が発信された場合は１校時を休校とする」等、教育活動の中止基準の明確化　等

□ 学校環境の安全点検及び整理整頓

□ 児童・保護者・教職員によるＪアラート警報時の対応策の共通理解

・Ｊアラート警報時の行動について、児童生徒に指導
□ 避難訓練の実施

	２　事後の対応

	Ｊアラートによる緊急情報（ミサイル発射）の発信時

	始業前
	□ 児童・保護者に対し、避難や自宅待機を指示

□ 休校、短縮授業の措置を取る場合はその旨連絡するとともに教育委員会に報告

□ 避難行動

・出勤前の場合は、自宅待機

・出勤途上の場合は、近くの建物や地下に避難するか、近くに建物等がない場合は地面に伏せ頭部等を守る

・出勤後の場合は、校内にいる児童へ避難を指示するとともに自らも避難

□ テレビやラジオ、携帯電話等での情報収集

	在園中
在校中
	□ 授業を中止し、児童に避難行動を指示

・屋外にいる場合は、校舎等の建物内に児童を避難

・屋内にいる場合は、室内を密閉し、できる限り窓から離れる

□ テレビやラジオ、携帯電話等での情報収集

	放課後
	□ 校内に児童がいる場合は、屋内避難

□ 部活動等を行っている場合は中止

□ テレビやラジオ、携帯電話等での情報収集

	

	Ｊアラートによる緊急情報（ミサイル通過＝影響がない場合）の発信時

	始業前
	□ 児童・保護者に対し、避難や自宅待機の解除を通知

□ 避難行動をやめ、出勤

□ 引き続き、情報収集

	在校中

	□ 避難行動をやめるよう児童に指示し、授業を再開

□ 引き続き、情報収集

	放課後
	□ 避難行動をやめるよう児童に指示

□ 部活動等の再開の判断をし、児童に伝達

□ 引き続き、情報収集

	Ｊアラートによる緊急情報（ミサイル落下＝影響がある場合）の発信時

	全時間帯
	□ 児童の安全を最優先し、避難指示をするとともに自らも避難行動

□ 屋外にいる場合は、口と鼻をハンカチ等で覆い、密閉性の高い屋内または風上へ避難

□ 引き続き、情報収集

□ 自治体から指示があった場合は、指示に従って行動


（参考）対応の全体的な流れ


２　ミサイル発射後に出されるＪアラート警報時の対応について　　　　　　　　　
	POINT
	　１　Ｊアラートにより緊急情報が発信された場合の臨時休業等の対応をあらかじめ定めておくこと。

　２　事前に対応を定め、児童生徒や保護者にあらかじめ通知すること。


（１）学校の対応（例）
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～学校の対応編～

•

教育活動を中止し、児童生徒を速やかに屋内（校舎等）に避難させる

•

屋内（校舎、寄宿舎等）にいる場合は、爆風により窓ガラス等が吹き飛ぶおそれがあ

るため、できる限り窓から離れさせる

児童生徒在校時

•

登校前の児童生徒は、自宅待機させる（事前指導）

•

授業開始を遅らせる等の措置を取り、児童生徒、保護者に通知する

始業前

•

安全が確認でき次第避難行動をやめ、教育活動等を再開する

•

引き続き、テレビやラジオ、インターネット等で情報を収集する

ミサイルが通過した場合

事前対応

ミサイルが発射された場合

•

課外活動（部活動等）を行っている場合は中止し、児童生徒を屋内（校舎等）に避難さ

せる

放課後（児童生徒が残っている場合）

•

「全国瞬時警報システム（Ｊアラート）警報時の対応について～行動編～」等を参考に、

児童生徒に対し

J

アラート警報時の行動や体勢等を指導する

•

Ｊアラート警報時の行動、学校の対応について、保護者に周知する

授業中断等の判断について（参考）

ミサイルの発射条件によっては、極めて短時間（1,600ｋｍほどの距離を約10分）で飛来することが予想されるため、中

断や登校時間を遅らせる等については速やかな判断が求められる。

静岡県教育委員会

•

登下校中の児童生徒は近くの建物に避難させる（事前指導）

•

電車やバス（乗合バス）に乗車している場合は、事業者の指示に従う（事前指導）

•

スクールバス乗車中の場合は、バスを降り近くの建物に避難するか、バスに乗車した

まま比較的安全な場所（地下やトンネル等）に移動し、避難姿勢をとる（事前指導）

登下校中

授業中断等の基準

•

始業前：

•

授業中：

学校の対応を記載
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～行動編～

•

屋内にいる場合

–

窓から離れるか、窓のない部屋に移動する

•

屋外にいる場合

–

近くの建物（できればコンクリート造り等頑丈な建物）や地下に避難する

•

近くに建物がない場合

–

物陰に身を隠すか、地面に伏せて頭部を守る

☆ポイント

ミサイル着弾時に爆風や破片等による被害を避けるための避難行

動を取ること

ミサイルが発射された場合

•

屋内にいる場合

–

換気扇を止め、窓を閉め、目張りして室内を密閉する

•

屋外にいる場合

–

口と鼻をハンカチで覆いながら直ちに現場を離れ、密閉性の高い建物又

は風上に避難する

•

テレビ、ラジオ、インターネット等で情報を収集する

•

行政からの指示（同報無線等）があれば、指示に従う

☆ポイント

弾頭の種類に応じて被害の様相や対応が異なるため、避難行動を続

けながら情報を収集すること

ミサイルが落下した場合

•

避難行動をやめ、引き続き情報収集に努める

•

落下物らしきものを発見した場合は決して近寄らず、警察・

消防に連絡する

•

防災行政無線等による指示があった場合は指示に従って行

動する

ミサイルが通過した場合

参考：国民保護ポータルサイト

静岡県教育委員会

Ｊアラート警報の意味を理解し、情報収集しながら適切な行動に努めてください


	３章
	学校再開について


１　教育活動の再開に向けた流れ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
学校は、地域住民の一時的な避難地や避難所としての役割を担っているが、本来は教育施設であり、基本的には教育活動の場であることに留意しなければならない。したがって、学校の教育活動の早期正常化（学校再開）のため、災害発生後の応急対応と教育活動再開に向けた準備との両立を想定し、対策を立てる必要がある。

（１）教育活動の再開に向けて必要な取組（例）

	Ⅰ　教育環境の維持と整備

	①災害対策本部の立ち上げ

②教育活動再開に必要な教室の確保

③非常持出品、重要書類、鍵の搬出及び管理

④避難所開設及び運営支援
	⑤教育活動再開についての検討、決定

⑥遺族対応

⑦報道対応

	Ⅱ　備蓄品の確保及び施設・設備の安全点検

	①災害用機材の準備（発電機、ろ過機　等）

②飲料水、食料、寝具等の調達、管理

③救援物資の受け取り、仕分け、保管　等
	④ライフラインの状況確認

⑤破損箇所の修繕の申請、依頼



	Ⅲ　傷病者の対応と児童生徒の心のケア

	①組織体制、役割分担

②児童の健康チェック

③心のケア委員会の設置
	③職員研修の実施

5 ストレス反応が出ている児童への対応

	Ⅳ　児童の安否確認と被災状況確認

	①児童が避難予定の避難所を把握

②児童の状況と健康状態の把握
	③保護者への引渡し

	Ⅴ　教職員の安否確認と被災状況確認

	①教職員が避難予定の避難所を把握

②教職員の健康チェック

	Ⅵ　教育委員会との連絡・調整

	①再開可能人数・
②給食再開に向けての準備、献立等の検討

③スクールバスの手配


学校再開に向けた校内組織対応（例：児童生徒在校中に発災し、発災から1ヵ月程度での再開を目標としたケース）
・発災直後の応急体制（１章－２「校内組織の整備」参照）と教育活動の早期正常化（学校再開）再開を両立できるような流れを意識すること。

・※は継続して行う事項

	
	～３日程度
	～1週間程度
	～２週間程度
	～1ヶ月程度（学校再開）

	災害対策本部
	□災害に関する情報収集

□通信手段の確保(防災無線等)
□情報の発信（学校ＨＰ、一斉メール等）

・学校の被害情報、休校情報　等

□市町災害対策本部、教育委員会へ被害状況の報告

□児童生徒及び教職員の被害状況の集約

□関係機関との協力体制の確立

□危険箇所の集約、応急危険度判定依頼

□報道対応
□遺族対応

≪住民等対応≫

□避難所運営支援
・市町職員、自主防災組織との連携
	□災害に関する情報収集※
□情報の発信（学校ＨＰ、一斉メール等）※

・学校の被害情報、休校情報　等

□教育委員会と復旧方策と再開場所の調整

□学校再開日の検討

□応急教育、カリキュラムの検討・作成

□給食再開の検討

□スクールバス運行の検討

□報道対応※
□遺族対応※

□ボランティアの受け入れ、配置

≪住民等対応≫

□避難所運営支援※

□避難所縮小・解消に向けた協議
	□災害に関する情報収集※
□情報の発信（学校ＨＰ、一斉メール等）※

　・学校再開関係

□学校再開場所、再開日の決定

□応急教育計画の作成(教材等の確保・手配)

□給食再開計画の作成

□報道対応※
□遺族対応※

≪住民等対応≫

□避難所運営支援※

□避難所縮小・解消に向けた協議※
	□学校再開に関する保護者説明会
□教育活動再開の連絡

（学校ＨＰ、一斉メール、クラスルーム等）

□災害対策本部閉鎖

□避難所縮小・解消閉鎖

□報道対応※
□遺族対応※

≪住民等対応≫

□避難所運営支援※

□避難所縮小・解消に向けた協議※

	児童生徒・保護者対応班
	□家庭訪問、避難所巡回

　・安否確認、居場所（避難先）の確認

□引渡しが完了していない児童生徒の避難生活支援

□保護者等への引渡し
□児童生徒の被災状況の把握
	□家庭訪問、避難所巡回※

・健康観察・怪我の有無

・児童生徒の心身の状態把握

・被災状況の把握（家族を含む）
	□家庭訪問、避難所巡回※

・児童生徒の配慮事項の確認

・児童生徒の心身の状態把握※
	□家庭訪問、避難所巡回※

・児童生徒の心身の状態把握※

	施設管理班
	搬入・搬出
	□非常持出品、重要書類等の管理

□鍵の管理

□必要な学用品、教材の調査

□物資（食料、学用品等）の受入、管理
	□非常持出品、重要書類等の管理※

□学用品等の確保

□物資（食料、学用品等）の受入、管理※
	□非常持出品、重要書類等の管理※

□学用品等の確保※

□物資（食料、学用品等）の受入、管理※
	□非常持出品、重要書類等の管理※
□学用品等の確保※

□物資（学用品等）の整備

	
	安全点検・消火
	□被害状況、危険箇所の調査(含写真撮影)
□ライフラインの状況確認
	□被害状況、危険箇所の調査※

□学校周辺、通学路の安全点検


	□被害状況、危険箇所の調査※

□学校周辺・通学路の安全点検※

□通学路の決定


	□校舎内外の復旧及び整備（清掃）
□校舎内外、避難所巡視

	
	応急復旧
	□校舎内外及び避難所の環境衛生管理等

・トイレの衛生管理、生ごみ等の片付け

□校舎内外の復旧及び整備（清掃）
・ガラス等の飛散物撤去、転倒備品の復旧
	□校舎内外及び避難所の環境衛生管理等※

□校舎内外の復旧及び整備（清掃）※
□ライフラインの復旧状況の確認

□スクールバス運行ルートの検討
	□校舎内外及び避難所の環境衛生管理等※

□校舎内外の復旧及び整備（清掃）※

□給食再開に向けての準備、献立等の検討

□ライフラインの復旧状況の確認※
	□スクールバスの手配・確保

□給食再開に向けての準備、献立等の検討

	救護班
	□負傷者の応急手当（容態に応じて搬送）　

□急病人、体調不良者の対応

□学校医、関係医療機関との連携

□心のケア班との連携
	□教職員の健康状態の確認
□急病人、体調不良者の対応※

□学校医、関係医療機関との連携※

□心のケア班との連携※
	□教職員の健康状態の確認※

□急病人、体調不良者の対応※

□学校医、関係医療機関との連携※

□心のケア班との連携※
	□教職員の健康状態の確認※

□水質管理

□急病人、体調不良者の対応※

□学校医、関係医療機関との連携※

□心のケア班との連携※

	心のケア班
	□心のケアに向けての組織体制・役割分担

□スクールカウンセラー派遣のための調査

□児童生徒及び教職員の健康チェック

□児童生徒への対応
	□児童生徒及び職員の健康チェック※
□児童生徒への対応※

□心のケアに関する資料の作成、配布
	□児童生徒及び職員の健康チェック※

□児童生徒への対応※

□職員研修
	□児童生徒及び職員の健康チェック※

□保健師や心のケアチームの巡回に関する情報収集


≪留意事項≫

・上表に示した日数は、発災から1ヶ月程度で学校を再開するための目安であり、できる限り期間を短縮して学校再開を目指すこと。

・学校再開後も、心のケアをはじめとした必要な災害復旧を継続すること。
２　心のケアについて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（１）児童のストレス反応
　　ストレス反応は、いつもと違うショックを受けたときの自然な反応である。しかし、反応の強さや表れ方は人によって異なる。また、年代によっても表れ方が異なる。

	「支援者のための災害後の心のケアハンドブック」（静岡大学防災総合センター）
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（２）日常生活でのケア

　　周囲の人が落ち着いた態度で温かく接することで、心の緊張がとけて、安心感や元気が回復する。

	「支援者のための災害後の心のケアハンドブック」（静岡大学防災総合センター）
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（３）心のケアの注意点

　　家庭と学校で違った反応が表れていることがあるため、スクールカウンセラー（ＳＣ）等の専門家や家庭と連携してケアを行う。ケアを行う際は、支援者（＝教職員等）も被災者であることを意識し、休息を取りながら実施する。

	「支援者のための災害後の心のケアハンドブック」（静岡大学防災総合センター）

	[image: image28.emf]
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	（４）災害時における心のケアの流れと教職員の役割（災害発生から学校再開まで）

　　災害により生活環境等が急激に変化することを体験した児童にとって、学校はそれまでの日常とのつながりを感じることができる大切な場所であり、安心感を与えてくれる場所となる。児童一人ひとりが安心して学校生活を送るため、長期的・継続的な心のケアが必要になることを踏まえ、日頃から心のケアの体制づくりに努める。



	「学校再開ハンドブック」（宮城県教育委員会）
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	（５）児童の健康チェックについて

	

	[image: image32.emf]


（６）急性ストレス障害（ＡＳＤ）と外傷後ストレス障害（ＰＴＳＤ）の健康観察のポイント

	持続的な再体験症状
	□ 体験した出来事を繰り返し思い出したり、悪夢を見たりする

□ 体験した出来事が目の前でおきているかのような生々しい感覚がよみがえる（フラッシュバック）　等

	体験を連想されるものからの回避症状
	□ 体験した出来事と関係するような話題等を避けようとする

□ 体験した出来事を思い出せないなど記憶や意識が障害される

□ 人や物事への関心が薄らぎ、周囲と疎遠になる　等

	感情や緊張が高まる覚せい亢進症状
	□ よく眠れない、イライラする、怒りっぽくなる、落ち着きがない

□ 物事に集中できない、極端な警戒心を持つ、些細なことや小さな音で驚く　等


（７）教職員の心のケア
①　管理職の対応 

校長は、事故・災害等が発生した後、自身又は家族が被災した教職員及び事故・災害等への対応に当たる教職員について、過度のストレス状況を避けるなど心の健康に配慮するため例えば以下の対応を検討する。

○　被災した教職員に、現実的な配慮を行う。 

○　学校が避難所になった場合は、速やかに管理を行政に委ねる。 

○　報道対応の窓口を一本化する。 

○　不要不急の業務を判断し、教職員の業務分担を見直したり、応援を依頼したり、臨時の人

員配置などを検討する。

○　事故・災害等への対応は、チームを組んで当たる態勢を取る。 

○　教職員の心の健康に関する研修会を実施する。

○　状況により、心の健康に関するチェックを行う。 

○　休みを取ることが本人の不利にならないように配慮する。 また、一日の活動の終わりに

教職員間（必要に応じてスクールカウンセラー等を交 える）で、その日の活動を振り返

る時間をつくり、自由に安心して話せる環境下で、 子供に関する情報共有と自分の体験

やそれに伴う感情を語り合う機会を設ける。 

②　教職員の対応 

教職員は、事故・災害等が発生した後に児童への適切な支援を行うためには、自身の健康管理が重要であることを理解して、以下の点を心がける。 

○　個人のできることには限界があることを認識し、一人で抱え込まない。 

○　ストレスに伴う心身の不調はだれにでも起こることを認識して、相談・受診をためらわない。 

○　リラクセーションや気分転換を取り入れる。 さらに、自ら及び同僚の心身の状態を注意深く観察するとともに、その不調をでき るだけ早期に発見して休息や相談につなげるよう努める。
	４章
	調査・検証・報告・再発防止等について


（１）御前崎市教育委員会への報告と支援要請 

校長は、発生した事故・災害等が下記の「報告対象事案」に該当すると判断された 場合、速やかに市教育委員会へ報告する。

ただし、災害等により通常の情報通信手段（ファクス、パソコン、メール等）が利用できない場合、報告すべき情報が十分に入手できない場合等は、様式にこだわらず、得られた情報のみ電話・訪問等により口頭報告するなど、巧遅より拙速を優先する。 

また、状況が下記に該当すると判断される場合には、上記報告に併せて、人員の派遣や助言などの支援を要請する。 

【市教育委員会への支援要請の判断基準】 

以下の対応について、人員・ノウハウ等が不足すると判断される場合。

 ＊被災児童等の保護者への対応

 ＊基本調査の実施 

＊被災児童等以外の保護者への説明・情報提供 

＊報道機関への対応 

＊その他、事故・災害等の発生後に必要な対応 

（２）基本調査の実施等 校長は、下記①に示す事故・災害等が発生した場合、事実関係の情報

を収集・整理 するため、以下のとおり速やかに「基本調査」を実施する。 

①調査対象 基本調査の対象は、以下のとおりとする。 

a）学校管理下（登下校中を含む）において発生した死亡事故

b）上記（１）の報告対象となる死亡事故以外の事故のうち、被災児童の保護者の意向

も踏まえ、市教育委員会が必要と判断した事故 

ただし、このうち b）については市教育委員会の判断に時間を要する場合があること

から、下記④に記載する記録用紙を用いた教職員からの情報収集は、当該判断を待た

ずに実施するものとする。 

②調査体制 基本調査における校内の役割分担は、原則として、下表のとおりとする。 

校　　長 ＊基本調査の全体統括・指揮 

教　　頭 ＊基本調査の取りまとめ 

＊教職員に対する聴き取り 

教務主任 ＊基本調査の取りまとめ補佐 

＊教職員に対する聴き取り（記録担当） 

＊事故・災害等の当事者児童及び目撃児童に対する聴き取り（記録担当） 

学級担任又は養護教諭 

＊事故・災害等の当事者児童及び目撃児童に対する聴き取り（児童が最も話

しやすい教職員等が担当） ただし、上記の教職員が当該事故・災害等に関係する場合、校長は、他の教職員に その役割を代行させる、若しくは市教育委員会の支援を受けて校外関係者にその代行を依頼するものとする。

③調査における心のケアへの配慮 

事故・災害等に関係する教職員や、その場に居合わせた児童への対応では、「心のケア」と「事実関係の確認」の両立を図ることに努める。 このため、聴き取り調査などを行うに当たっては、スクールカウンセラー等の専門 家の支援を受けて実施の判断を行う。また、実施の際には必ず複数の教職員で対応するとともに、状況に応じてスクールカウンセラー等の専門家に同席させる。 さらに、聴き取りに際しては、その目的を明らかにした上で、以下の事前説明を行い、聴き取り対象者の負担を軽減するよう努める。

 【聴き取り時の事前説明】 

＊記憶していることを、できるだけ正確に思い出して話してほしいこと。 

＊一人の記憶に頼るのではなく、複数の人の記憶を基に総合的に判断して、事実関係を

取りまとめること（そのため、自らの発言だけで重大な事実関係が 確定するわけでは

ないこと）。 

＊「誰が何を言った」ということが、そのまま外部に出たりしないこと。 

＊（聴き取りを録音する場合）できるだけ正確に話の内容を記録するため録音するが、

録音データは記録作成のみに利用し、そのまま外部に出たりしないこと。 

④教職員からの情報収集 調査担当（校長・教頭・教務主任）は、以下のとおり、教職員

から事実関係に関す る情報収集を実施する。 

○記録用紙を用いた情報収集：事故・災害等の発生後速やかに、関係する全ての教職員

に「事実情報記録用紙（教職員個人用）」※を配布し、事故・災害等に関する事実情報の記載・提出を依頼する。なお、事故・災害等の発生直後にメモ等の記録を残していた教職員がいた場合は、記録用紙を提出する際に、当該メモ等の記録も併せて提出を受ける。 
○聴き取りの実施：原則として事故・災害等の発生から３日以内を目途に、関係する全ての教職員から聴き取りを実施する。聴き取りは、原則として②に定めた役割分担に基づく担当者が実施するが、教職員が話しやすいかどうかを考慮し、状況に応じて、市教育委員会等からの校外支援者を担当に充てる。 なお、事故・災害時に部活動指導員など外部の方が関係していた場合には、これらの方も調査の対象として、教職員に対してと同様の対応をする。 また、関係する教職員自身が強いストレスを受けている可能性にも留意し、必要な 場合は医療機関の受診を勧めるなどの対応を取る
⑤事故・災害等の現場に居合わせた児童からの情報収集 事故・災害等発生時の事実関係を整理する上で必要と判断される場合は、児童への 聴き取り調査の実施を検討する。実施に当たっては、以下の点に配慮する。 
○保護者への対応：聴き取り前に保護者に連絡し、理解を得るとともに協力を要請する。 
○聴き取り担当者：学級担任、養護教諭以外に、当該児童が話しやすい教職員がいる場合は、その教職員が担当するなど、柔軟に対応する。 
○心のケア体制：保護者と連携して、心のケア体制を整え、心のケアの中で自然と語れる雰囲気をつくるよう工夫する。 
○必要に応じ、教職員と同様に、記録用紙を配布して記載してもらう方法を取る。 
⑥情報の整理・報告・保存 
調査担当（校長・教頭・教務主任）は、④及び⑤で得られた情報及び記録担当の教職
員による記録を基に、事実経過について時系列に取りまとめる。整理した情報は、市
教育委員会に報告する。基本調査で収集した記録用紙（メモを含む）や報告等の連絡
に用いた電子メール等は、詳細調査を行う際の資料となること等を踏まえ、保存する。
⑦詳細調査への協力
市教育委員会が詳細調査を実施すると判断した場合は、学校としてこれに協力する
ものとする。
 （３）評価・検証と再発防止対策の推進
 ①危機対応の評価・検証 
調査担当（校長・教頭・学校安全担当）は、基本調査で得られた情報の評価・分析を行
い、問題点・要改善点を抽出する。評価・分析の視点は、以下を基本とする。 
＜発生時の対応＞ 
＊児童の安全確保は適切に行われたか ＊校内の緊急連絡体制は機能したか 
＊関係者・関係機関への連絡は適切に行われたか 
＊情報収集・管理は適切に行われたか 等 
＜発生後・ 事後の対応＞ 
＊児童・保護者への対応は適切に行われたか 
＊校内の対策本部体制は機能したか （役割分担、情報共有・伝達等） 
＊関係者、関係機関との連携は適切だったか 
＊関係者や報道機関への情報提供は適切に行われたか 等 
＜事前対応＞
＊点検など事前の未然防止対策に不足していた点はないか 
＊教職員への周知や研修・訓練に不足していた点はないか 
＊児童への安全教育に不足していた点はないか 
＊危機管理マニュアルに不十分な点や問題点はないか 等 
②再発防止策の策定・実施 
調査担当（校長・教頭・教務主任）は、上記①の評価・検証により得られた問題 点・要
改善点について、再発防止策を検討する。また、詳細調査が実施された場合には、その報
告書の提言に基づき、再発防止策に反映させる。 なお、再発防止策については、下記のとおり関係者等に説明して意見を聴取した上で、取りまとめる。 
＊教職員への説明・意見聴取（職員会議等） 
＊被災児童保護者への説明・意見聴取 
＊その他保護者への説明・意見聴取（ＰＴＡ総会又は役員会等） 
＊関係機関等への説明・意見聴取（〇〇〇〇協議会）
白羽小学校　危機管理マニュアル
＜　目　次　＞
１．校内救急体制図・・・P.２
２．食物アレルギー・・・P.３
３．嘔吐処理・・・・・・P.５
４．熱中症・・・・・・・P.６
５．不審者対応・・・・・P.９
６．新型コロナウイルス対応・・・・P10
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持って来た  

持っていない  

持っている  

※ ②の場合 は特に誤配・誤食に注意  

朝、担任がアレルギー原因食品の有無を詳細献立表で確認 、今日の対応を本人と確認する。  

① 持参対応の場合   ② 持参や除去食なしで献立の一部を食べない場合   ③ 除去食が出る場合  

担任が 持参の有無を確認  

本人が職員室 に持っていく。  

担任が職員室に連絡を し、職員室から保護者 に連絡をする。  

受け取った人が職員室の冷蔵庫に 入れ、冷蔵庫に貼ってある表に受け 取りのサインをする。 （教頭・事務）  

いただきますの前に本人が職員室 に持参したものを取りに来る。  

冷蔵庫に入っているものを渡し、冷蔵庫 の表にサインをする。 （校長）  

給食の１番初めに担任がついて配膳をする。   （※対応がない日も毎日 。基本的に食物アレルギーの児童は給食当番をやらない。 ）  

おかわりができないことを伝える。 （担任）  

問題なく食べ終わったことを 確認し、 対応カードにサインを し、返却する。 （担任）  

持って 来られないので 献立の一部を食べな い場合に変更すると 保護者から言われた  

いただきますの前に本人が職 員室に除去食を取りに来る。  

前日まで   ・ アレルギー対応のあるクラスの担任の机上にアレルギー対応ファイルを置く。（養護教諭）   ・ 対応ありカードを 職員室の各クラスの棚に入れる 。（養護教諭）   ・ 職員室のホワイトボードにマグネットで表示。（教頭）   ・ 出張等で学級担任が不在になる場合は、代わりに学級を担当する教職員へ必ず配慮事項を引き継ぐ。（担任）  

除去食を渡し、対応カードに サインをする。（校長）  

※各担当者が不在の場合は、校長・教頭・教務・養護教諭・級外職員の中で 分担して行う。  

いただきますの前に本人が職員室 に空箱を取りに来る。  

空箱 や 除去食 の タッパー は、 片付けの 時間に 給食室 の かごに返却する 。  


[image: image34.emf]２． R3 年度からの変更点      ・代替え食がなくなり、除去食のみとなる。             ・除去食対応できる原因食品が制限される。 （２８品目）                 ・詳細献立表に、保護者がどのような対応をするか〇をつける。               ３ ． 緊急時の対応         ※急な症状悪化もあるため、できるだけ動かさないようにする。                                                                                ※取り組みプランは職員室ホワイトボード前のファイルに綴じてある （緊急連絡先記載あり）。     ※内服薬をランドセルに入れてある。  

学級担任が保健室に内線で連絡（その場を離れない）。  

養護教諭が職員室に知らせて教室に向かう。    

職員室にいる職員が職員室で保護者連絡をする（状況によっては救急要請をする）。    

養護教諭または担任が職員室に内線を入れ、状況を伝える。状況によっては救急要請をする。    

そのものが出る日など、除去するとなくなってしまうものや、除去できない場合は除去食もなし。  

えび、かに、小麦、そば、卵、乳、落花生（ピーナッツ）アーモンド、あわび、いか、いくら、オレンジ、カシュー ナッツ、キウイフルーツ、牛肉、くるみ、ごま、さけ、さば、大豆、鶏肉、バナナ、豚肉、まつたけ、もも、やまい も、りんご、ゼラチン  

除去食のない日は、「持参対応」か、「献立の一部を食べない」の対応になり、献立表を見て確認する。  

 


[image: image35.emf]嘔吐処理方法                      Ｈ ３０．１１． ２   保健室                

ゴム 手袋・マスク着用  

教室にある嘔吐処理セットの 粉 を嘔吐物に かけて 固める   （ 粉がない場合はトイレットペーパー や 新聞紙などをかぶせる ）    

固まった 嘔吐物を 紙のちりとり や トイレットペーパー でとって、黒いビニール袋に入れる  

保健室に 連絡し、 次亜塩素酸 Na を もってきてもらう  

・ スプレータイプ → 直接その場に かける   ・ 液体タイプ → トイレットペーパー や新聞紙を 敷き、その上から次亜塩素酸 Na 液 をかける  

汚れた 食器やお盆をビニール袋（パン袋）に 入れて保健室へ  

嘔吐物等 処理したゴミは、保健室へ   または、 可燃ゴミとしてすぐにゴミステーションへ  

保健室から 次亜塩素酸Ｎａ が 届く  

汚れた 食器は 、 保健室で 消毒 をし、ビ ニール袋に入れ、給食センターへ  

トイレットペーパー等で 拭く  

周りの 子どもを 遠ざけ 、近寄らせないようにする  

はい  

いいえ   （ 食器のみ）  

次亜塩素酸 Na が届くまでトイレットペー パーや新聞紙を敷いておく    

嘔吐    

・ 体調   ・ 吐き方 （ 量・勢い）     感染性 が 疑われる場合   ・ 顔色  

濃度が 濃いので２～３分 で拭き取ってよい。 皮膚 や 衣類 に つかないよう注 意 。（漂白作用 ）  

保健室 書類棚の下 に あ ります。 （ 鍵は執務机 左上の引き出し）  

その場が 汚れている （ 床 や 机に吐いた）  
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[image: image43.emf]熱中症対応マニュアル       １． 環境条件に応じた活動をする。   ・ 気温や湿度、 WBGT 値 （熱中症アラートや旗の色） を確認し、活動内容を決める。 （気温 は低くても湿度が高い日は注意。）   ・ 運動を行う場合は、なるべく涼しい時間帯に行い、こまめに休憩をとる。   ２． こまめに水分補給をする。   ・ 活動前に水分補給をさせる。   ・ 活動場所へ水分を持って行き、こまめに水分補給ができるようにする。   ・ 夏場はスポーツドリンクの持参やペットボトル（カバーを付けて）の持参も可。   ３． 暑さに慣らす。   ・梅雨明け等、急に暑くなったときや、長期休み明けなどは、急に激しい運動はさせず、短 時間で軽めの運動から始める。   ４． 服装の調整をする。   ・軽装、吸湿性や通気性のいいものがよい。   ・屋外では帽子を着用させる。   ５． 健康観察をしながら活動する。   ・ 暑さに弱い人 （低学年、肥満の人、熱中症を起こしたことのある人等） には 、 特に注意す る。   ・体調が悪いときは無理に運動させない。   ・不調を感じたらすぐに申し出るように指導し、申し出があれば休憩させる。   ・児童の異変を感じたらすぐに保健室または職員室へ連絡するとともに、応急手当を行う。   ６． 児童への指導と保護者への周知。   ・ 十分な睡眠・バランスのとれた食事を心がけるよう指導する。   ・熱中症予防方法について指導する。   ７．その他   ・十分に距離が保てる活動においてはマスクを外してしゃべらずに行う。      

熱中症を予防するために学校で気をつけること  


[image: image44.emf]熱中症 ねっちゅうしょう けいほう       熱中症 ねっちゅうしょう の 危険度 きけんど を 旗 はた の 色 いろ で 知 し らせます。     ⇒ 「 あんぜん 」 水分 すいぶん 補給 ほきゅう は 忘 わす れずに 。     ⇒ 「          」   注意 ちゅうい して 運動 うんどう しよう 。 こまめな 水分 すいぶん 補給 ほきゅう を。       ⇒ 「 げんじゅうちゅうい 」         激 はげ しい 運動 うんどう は 避 さ けよう。こまめな 休憩 きゅうけい と 水分 すいぶん 補給 ほきゅう を。     ⇒ 「 きけん 」 外 そと での 運動 うんどう 禁止 きんし 。     運動場 うんどうじょう 校舎側 こうしゃがわ の 鉄棒 てつぼう の ところ の 旗 はた を 見 み てね。   浜 はま の 子 こ タイム の 前 まえ と、 昼 ひる 休 やす み の 前 まえ に 旗 はた を 出 だ すよ。  

あお  

きいろ  

あか  

ちゅうい  

ピンク    


[image: image45.emf]熱中症 予防指数   ※熱中症アラートが発表された日は、旗は赤色にします。赤色のときの対応をお願いします。  

旗の色   温湿度計表示   気温   WBGT   熱中症予防 運動指数  

赤     35 ℃ 以上   31 ℃ 以上   運動は 原則中止   運動中止 。特に子どもは注意。  

ピンク     31 ～ 35℃   28 ～ 31℃   厳重警戒   （ 激しい運動は中止）   熱中症の 危険性が高いので、 激しい 運動や持久走など体温が 上昇しやすい運動は避ける。   10 ～ 20 分 おきに 休憩 をとり、 水分 ・塩分 の 補給 を 行う。   暑さに 弱い人は運動を軽減または中止。  

黄色     28 ～ 31 ℃   25 ～ 28℃   警戒     （ 積極的に休憩）   熱中症 の危険が増すので、積極的に休憩をとり適宜、水分・ 塩分を補給する。   激しい運動 では、 30 分 おきくらいに休憩をとる。  

青     24 ～ 28℃   21 ～ 25℃   注意     （ 積極的に水分補給）   熱中症 による死亡事故が発生する可能性がある。   熱中症 の兆候に注意するとともに、運動の合間に積極的に水 分・塩分を補給する。  

青     24 ℃ 未満   21 ℃ 未満   ほぼ 安全   （ 適宜水分補給）   通常は 熱中症の危険は小さいが、適宜水分・塩分の補給は必 要である。   マラソン などではこの条件でも熱中症が発生するので注意。  


[image: image46.emf]１   不審者の侵入に対しての防御     (1)   不審者と遭遇した職員の対応     ( 2 )   不審者 から児童を守り安全に非難する 対応  

①   不審者を興奮させないように冷静に対応する。      ・ 職員室や隣の学級への連絡。校内電話→「〇年〇組に来校者です。」   ②   児童を落ち着かせ 、不審者を興奮させないために、原則として、避難路を確保し      教室で待機する。       ③   刃物を出していたら、 椅子 や 催涙スプレー で防御 しながら児童とともに避難す る 。    ※ 場合 に よっては、非常ベルを鳴らす。  

  ( 3 )   安全に非難するための組織的な 対応  

①   手分けして、不審者のいる所に駆けつける。     （職員室で全体指揮＝校長）     （現場へ＝教務主任、生徒指導主任、級外、学年の不審者対応の先生）     （連絡・放送＝教頭、事務職員）       御前崎交番 ( NTT のみ６３－２０６４ )     （けが人の手当・１１９ 番 ＝養護教諭）   ②   １１０番通報（教頭・事務：現場に携帯を持っていき、状況を見ながら通報）   ③   放送で避難を指示する。（教頭・教務・生徒指導主任）      「 ただいま、放送点検を○○でしています。 」← 職員だけの暗号        ※ ○○は、不審者の居場所 。        ※放送は、２回繰り返す。   （不審者を興奮させないために、原則として、避難路を確保し、教室で待機する。）   ④   教育委員会へ連絡（事務職員）  

  ２   日常の防御   ・保護者や来客は、玄関から入るように誘導し、事務室で対応する。   ・校舎内に入る際は、原則として記名と名札の着用を義務づける。   ・定期的に校内外を巡視する。   ・必要に応じ訓練を実施する。   ・東門は通常閉める。（鉄扉）   ・さすまた   ネットランチャー等の常備   ３   研修     夏休みを利用して、教職員で不審者の対応訓練を行う。  

①   用件を聞く。「何か 御 用ですか」（１～２ｍの間合い）   ②   不審者かどうかの判断をする（服装、履き物、刃物、会話が可能か）   ③   丁寧に事務室の窓口に案内する。      「 御 用の方は事務室にお回りください。」   ④   それでも去らない時は 職員室に連絡する 。       状況に応じて   → 児童 を一時避難させる   →   教室または体育館へ   ⑤   近くに職員がいる場合は、助けを求める。  


御前崎市立白羽小学校（R5.8.29時点）
新型コロナウイルス対応マニュアル
Ⅰ マニュアル作成の目的　～「学校での新しい生活様式」を子どもたちに～
感染者が出ない状況をつくりながら、継続して充実した教育活動が行われる
ようにする。
Ⅱ 基本的な対応　～３つの条件が重ならないように配慮する～
　・換気の悪い密閉空間、多くの人が密集、近距離での会話や発声
　・手指衛生や咳エチケットなどの基本的な感染症対策の継続
Ⅲ 具体的な対応　
１　出欠について　
	場
	対　応

	(1) 欠席
	・本人または家族に風邪症状がある場合は、自宅で様子を見てもらう。出席停止扱い欠席となる。欠席届は、他の子に預けることはせず（兄弟以外）、電話連絡をする。欠席の連絡は、電話またはグーグルフォームを利用する。
・高熱、だるい、息苦しい、咳などの症状が続いている児童（保護者には）は、通院を勧める。
・基礎疾患がなく、保護者の意向で自主的に休ませる場合→事故欠
・感染拡大の状況から、保護者から「休ませたい」と連絡があった場合は、欠席させたい事情をよく聞き、医師の判断により出席停止として扱う。
・かぜ症状での欠席者には、他の子が予定等を届けることはしない。
　（予定は電話連絡またはクラスルームで連絡する。）
※職員は本人または家族にかぜ症状のある場合、抗原検査キットを使用する。出勤しない。


２　登校について
	(1) 家庭での検温
	・記録カードに記入（睡眠・体調・体温）
　→担任が確認し、平熱より高い（37.5℃以上を目安）の子がいた
場合、保健室へ連絡する。
※忘れた子は、昇降口から教室へ行かずに北校舎へ移動する。
→職員室で検温する。→37.5℃以上でない児童は、教室へ入る。

	(2) 登校
	・登下校中も密接にならないように、一列で登校する。
・基本的にはマスクを着用するが、暑さによっては、外しても良い。
・昇降口での密接を避けるため、７時35分まで待つことはしない。
※７:35より前に登校している登校班は、登校時刻を遅らせる。　

	(3) 健康チェック
カードの提出
	・児童は、8：00までに各学級の指定場所へ提出する。
・担任は、8：10までに体温記録カードを確認する。
・２週間分を保健室で保管する。（担任は終了したカードを回収し、保健室へ提出。）
　※R3 ２学期～本読みカードから、健康チェックカードに戻す。

	(4) 隔離
	・発熱症状のある児童は、早退させる。→出席停止
・迎えを待つ際は、他との接触を避けるために相談室で保健室の空間を分けて待たせる


３　マスク・手洗い・消毒・換気について
	(1) 手洗い
	・登校後、外から帰ってきたとき、特別教室を利用した後、給食前、トイレ後、掃除後、共有の物を触った後。
・距離が近くなるので、手洗い中はしゃべらない。
・手を拭くタオルやハンカチは、個人もちを使い共有しない。
※意識させるために放送を流すようにする（登校後）。放送に合わせて洗うのではなく、洗い忘れた子に気づかせる機会とする。
※手洗い場に、１ｍ間隔の順番待ち用のテープを張る。（使用する蛇口を一つおきにする）

	(2) 消毒
	・手指消毒は、給食前は必ず実施。その他必要に応じて適宜行う。
・給食前に、配膳台の消毒を行う。
・まん延防止措置、緊急事態宣言中は、周辺の消毒を、下記の分担のとおり、1日1回実施。
　　□担任：児童下校後に、ドア取っ手、電気スイッチ、水道蛇口
□級外：児童下校後に階段の手すり
□養教：児童下校後にトイレ
□担当：特別教室は使用後、使用した教員が消毒する（消毒薬を
黒板の近くに置いておく）
・共有の物を使用した後は、手洗いまたは手指消毒をする。
※消毒薬は、日に当たらない場所に保管。

	(3) マスク
	・毎日つける。マスクには記名をする。マスク着用については個人の
判断とする。発症から１０日間が経過するまでは着用を推奨する。
・予備を持って来る（なくした用、汚れた用）。
・給食用でも可。
・状況に応じて熱中症が心配されるため、体育の時、登下校時は外すよう指導する。
※外すときは必ずポケットの中にしまう。

	(4) 換気
	・欄間は常に空けておく（ベランダ側・廊下側）
・冷暖房の使用中でも、上の窓の対角線上の２か所は１０㎝ほど開けて換気をしておく。
・浜の子T、昼休みは、下の窓も開けて換気する。（必要な子は上着を用意する。）
・３０分以上教室を離れるときは冷暖房を止め換気をする。
・教室に児童がいない時間は、出入り口の扉を全開にしておく。

	(5) 空気清浄器
	・冬季は使用する。加湿機能もつける。
・朝つけ、帰りに忘れずに切る。


４　児童の生活について
	(1) 座席
	・前向き、可能な限り、最大限の間隔を空ける

	(2) 提出物
	・提出物は登校した児童から提出。密にならないように間隔を空けるなど配慮する。
・提出物を減らす工夫をする。

	(3) 朝読書
	・提出物を出す時間として活用する。待っている間は、読書をする。
・朝読書の終りに手洗いまたは手指消毒をする。

	(4) 朝の会

	・体調不良を訴える場合は、その症状を丁寧に聞き取る。
・健康観察表へは、具体的な症状を記入する。（熱は○○℃など）
・朝の歌は、マスクと十分な換気をした上で行う。
・まん延防止措置、緊急事態宣言中は歌は歌わない。

	(5) 休み時間
	・遊具の使用は可。
・鬼ごっこやドッジボールは可とするが、極力、複数の児童による身体接触、密集することはさける。
・教室へ入る前の手洗いを徹底する。
・談笑は近づきすぎない、体に触れない等に気をつけさせる。
・誤って触れたり近づきすぎても、そのことで責めたり冷やかしたりすることが無いよう事前指導をしておく。

	(6) 給食
	①手洗い
・混雑を避けるために給食当番→その他の児童の順番で行う。
・手洗い後、手指消毒をする。
②配膳
・給食をとりに行く時は、班ごと又は列ごととりに行くようにして、配膳台の周りに大勢が並ばないよう間隔を空けて並ぶようにする。
・欠席等で当番が入れ替わるときは、だれが配膳したかわかるように給食チェック表に記録しておく。
・当番に欠席者が出た場合でも、他の人が着た白衣は着ない。
　（代わりの子どもは簡易給食着を着用する。）
・まん延防止措置、緊急事態宣言中は、ビニール手袋をする。
・まん延防止措置、緊急事態宣言中は、自分の給食は自分で配膳する。（期間中は昼の放送の内容を減らす。放送室には報道委員と給食委員のみとする。）
③食事
・前を向いて放送を聞いて食べる。しゃべらない。（クラスターの発生は会食時が最も多い。）
・配膳されたものは、減らさず食べる。食べられないものは残す。増やすときは、教師がついて密に並ばないようにする。
・増やすときは、マスクをしてくる。
④片付け
・食べ終わったら、再度マスクをつけ片付ける。
⑤歯磨き
・強制はしない。習慣化している児童はしゃべらずに行う。
※グループ給食は当面の間なし。

	(7) 帰りの会
	・配布物などの係は、配布の前後に手洗いか消毒を行う。
・下校時は、一斉に教室から出て下校するのではなく、時差をつけてクラスから出す。

	(8) コロナウイルス対策と熱中症対策
	・水分をしっかりと持ってくる。忘れた子は他の子からもらわない。
・足りなくなったら、水道の水を水筒に補充する。
・水道水から直接飲まない。給食用のコップで飲む。
・息苦しいを感じたら、迷わずマスクを外す。日陰や教室で涼む。
・水分補給をこまめに行う。（スポーツドリンク可、カバーをすればペットボトルも可。）

	(9) 児童の活動
	・全校で集まる活動は、基本的には放送で行う。
・学年でどうしても必要な場合は、体育館を使うなど３密に留意して実施する。
・昼の放送は手短にする。給食は会議室で食べる。
・浜の子グループ活動やペア活動は、外での活動にする。
・委員会でのイベント等は、密にならないよう工夫して行う。　
・感染拡大時期、まん延防止措置、緊急事態宣言中は、他学年が集まるグループ活動やペア活動、委員会のイベント、靴箱掃除はなし。
・活動の単位は、学年単位を基本とする。
・感染拡大時期、まん延防止措置、緊急事態宣言中は、学級単位の活動とする。
・まん延防止措置、緊急事態宣言中は、トイレ掃除はビニール手袋をして行う。

	(10) 図書室
	・図書室を使う前に手洗いまたは手指消毒をする。（図書室北側の流し）使ったあとも手洗いまたは手指消毒をする。

	(11) 心のケア
	・日常の健康観察や様子の観察において、丁寧に把握する。
・家庭環境の変化にともなう児童の心身の健康状態で気になる様子や、濃厚接触者の家族については、学校全体で共有し、ＳＣ、教育委員会等と連携を図る。

	(12) 放課後
	・まん延防止措置、緊急事態宣言中は、放課後残らずに下校する。


５　授業について
	(1) 授業中
	・グループ（ペア）での話し合いはできるだけ減らす。
　※話し合いができない場面でも、児童の発想を生かした学習問題をつくり、児童の発言やつぶやきを子供がつなぎ、教師が切り返す学習過程の授業を展開する。
・話し合い活動をする場合は、「マスクを正しく着けているかの確認、いつも以上に窓を開けて換気をする、話し合いでの声の大きさ（大声にはならない、声のものさし２くらい）と距離の確認」をしてから話し合い活動に入る。
・まん延防止措置、緊急事態宣言中は、話し合い活動において席は立たないようにする。
・並ぶことはできるだけしない。
・列に並ぶときには、前後の間隔を１ｍ以上空けるよう、床にテープを張るなどして、立ち位置を視覚化する。　十分にとる。
・大勢が並ぶことが無いよう、列ごととか班ごととか、５人ずつとか制限する。

	(2) 体育授業
	・できるだけ屋外での実施を計画する。（冬季以外）
・体育館で実施する場合は、換気を徹底する。
・運動場で児童間に十分な間隔をとって実施する場合のマスク着用は不要。
・児童が集合整列する場面を避ける（間隔を空ける）工夫をする。
・用具を使用する場合は、使用前・使用後に消毒をする。
・授業前後に手洗い・うがいを徹底する。
・水分を適時摂るようにする。
・授業開始時には準備運動を十分に行う（運動不足への配慮）
・個人や少人数で、距離をとって行うことができる運動を行う。
・近距離で組み合ったり接触したりする場合が多い運動は避ける工夫をする。　

	(3) 音楽の授業
	・部屋の換気を十分にする。
・歌唱指導は、マスクを着けたまま歌う。
・授業で歌を歌う場合は、円形になる、隣の人との距離を空けるなど人のいる方向に口が向かないよう配慮する。
・授業時間45分を15分ずつ区切って、歌唱・楽器・指導にするなど、歌唱の時間をなるべく短くする。
・単元の中で順番を変え、鑑賞の授業を先に行うなど、感染リスクが少ないものを先に行う。
・共有の楽器（音楽室にある楽器）などはなるべく使用しない。使用した場合は、使用後に手洗いまたは手指消毒をする。
・グループ活動などは他教科と同様、一定の距離を保ち、気を付けながら行う。
・友だちと一緒に行う手遊び歌などは避ける。もしくは個人でできるよう工夫する。
・リコーダーや鍵盤ハーモニカ等の演奏をする際は、短時間にし、しゃべらない、距離を取る、他の人の楽器は触らない、使用前後の手洗いをするように指導して行う。
・まん延防止措置、緊急事態宣言中は、リコーダーや鍵盤ハーモニカ等の演奏は避け、指の練習のみとする。

	(4) 家庭科授業
	・調理実習は、３密を避け実施する。
・実施計画表を起案して実施する。
・調理実習では、自分が食べるものを自分で作るようにする。
・調理器具等の消毒をする。
・実習前後は、手洗いを徹底する。
・部屋の換気、マスクの着用を徹底する。
・食べるとき教室に戻って机で食べる。
・まん延防止措置、緊急事態宣言中は、調理実習は行わない。

	(5) 外国語活動
	・座席がなく、活動も密になりがちなので、当分の間各教室で行う。
・距離を一定に保ち、身体接触は避ける。


６　臨時休業について

　

	休業範囲
	内　　　容

	学級閉鎖
	　次のいずれかの状況に該当し、かつ、学級内で感染が広がっている可能性が高い場合。
　①同一の学級において複数の児童の感染が判明した場合。
　②その他、学級閉鎖が必要と判断した場合。
　　※感染可能期間に学校に来ていない者の発症は除く。
　　※同一の学級内において、複数の児童の感染が確認された場合であっても、その児童の間で感染経路に関連が無い場合やそのほか学級内の他の児童に感染が広がっている恐れがない場合については、学級閉鎖を行う必要はない。
＜学級閉鎖の期間＞
　５日程度（土日祝日含む）を目安に、感染の把握状況、感染の拡大状況、児童への影響を踏まえて判断する。　

	学年閉鎖
	　複数の学級を閉鎖し、がつ、学校内で感染が広がっている可能性が高い場合。


	学校全体
	　複数の学年を閉鎖し、かつ、学校内で感染が広がっている可能性が高い場合。


避難完了後は、災害対策本部を設置し、各班の対応行動を開始する。


※「災害対策本部の機能と役割」（１章－２（１））参照
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全国瞬時警報システム（Ｊアラート）警報時の対応について

～学校の対応編～







		教育活動を中止し、児童生徒を速やかに屋内（校舎等）に避難させる

		屋内（校舎、寄宿舎等）にいる場合は、爆風により窓ガラス等が吹き飛ぶおそれがあるため、できる限り窓から離れさせる



児童生徒在校時



		登校前の児童生徒は、自宅待機させる（事前指導）

		授業開始を遅らせる等の措置を取り、児童生徒、保護者に通知する



始業前



		安全が確認でき次第避難行動をやめ、教育活動等を再開する

		引き続き、テレビやラジオ、インターネット等で情報を収集する



ミサイルが通過した場合

事前対応

ミサイルが発射された場合



		課外活動（部活動等）を行っている場合は中止し、児童生徒を屋内（校舎等）に避難させる



放課後（児童生徒が残っている場合）

		　「全国瞬時警報システム（Ｊアラート）警報時の対応について～行動編～」等を参考に、



　　児童生徒に対しJアラート警報時の行動や体勢等を指導する　

		　Ｊアラート警報時の行動、学校の対応について、保護者に周知する



授業中断等の判断について（参考）

　ミサイルの発射条件によっては、極めて短時間（1,600ｋｍほどの距離を約10分）で飛来することが予想されるため、中断や登校時間を遅らせる等については速やかな判断が求められる。

静岡県教育委員会



		登下校中の児童生徒は近くの建物に避難させる（事前指導）

		電車やバス（乗合バス）に乗車している場合は、事業者の指示に従う（事前指導）

		スクールバス乗車中の場合は、バスを降り近くの建物に避難するか、バスに乗車したまま比較的安全な場所（地下やトンネル等）に移動し、避難姿勢をとる（事前指導）



登下校中

授業中断等の基準

		始業前：

		授業中：



学校の対応を記載
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